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１
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
関
係
自
治
体
の
審
議
会
・
委
員
会
に
お
け
る
有
識
者
委
員
と
し
て
の
参
画
：
1
0
件
／
年

　
※
和
歌
山
圏
域
お
よ
び
国
関
係
の
機
関
の
み
。

氏
名

審
議
会
等
の
名
称

資
格

主
催

団
体
種
別

備
考

1
大
浦
由
美

和
歌
山
県
土
地
利
用
審
査
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

2
大
浦
由
美

和
歌
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

3
大
浦
由
美

和
歌
山
県
紀
の
国
森
づ
く
り
基
金
運
営
委
員
会

委
員
長

和
歌
山
県

県
・
公
共

4
大
浦
由
美

和
歌
山
県
森
林
審
議
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

5
大
浦
由
美

和
歌
山
県
環
境
審
議
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

6
大
浦
由
美

田
辺
市
熊
野
古
道
の
森
保
全
委
員
会

委
員

和
歌
山
県
田
辺
市

市
町
村
・
公
共

7
藤
田
武
弘

子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
審
査
委
員
会

審
査
委
員

総
務
省

国

8
藤
田
武
弘

和
歌
山
県
卸
売
市
場
審
議
会

会
長

和
歌
山
県

県
･公
共

9
藤
田
武
弘

わ
か
や
ま
和
み
暮
ら
し
推
進
協
議
会

会
長

和
歌
山
県

県
･公
共

1
0
藤
田
武
弘

和
歌
山
食
材
テ
ロ
ワ
ー
ル
事
業
検
討
委
員
会

会
長

和
歌
山
県

県
･公
共

1
1
藤
田
武
弘

和
歌
山
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
委
員
会

委
員
長

和
歌
山
県

県
･公
共

1
2
藤
田
武
弘

和
歌
山
県
農
水
産
物
･加
工
食
品
輸
出
促
進
協
議
会

委
員

和
歌
山
県

県
･公
共

1
3
藤
田
武
弘

み
な
べ
・
田
辺
地
域
世
界
農
業
遺
産
推
進
協
議
会

委
員

み
な
べ
町
・
田
辺
市

県
･公
共

1
4
藤
田
武
弘

日
本
農
業
賞
審
査
委
員

委
員
長

和
歌
山
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

団
体

1
5
藤
田
武
弘

地
域
包
括
連
携
推
進
委
員
会

委
員
長

紀
美
野
町
･和
歌
山
大
学

県
･公
共

1
6
岸
上
光
克

和
歌
山
県
農
業
農
村
振
興
委
員
会
　
日
本
型
直
接
支
払
制
度
推
進
部
会

委
員
・
部
会
長

和
歌
山
県

県
・
公
共

1
7
岸
上
光
克

和
歌
山
県
農
業
農
村
振
興
委
員
会
　
農
業
及
び
農
山
村
の
振
興
に
係
る
第
3
者
部
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

1
8
岸
上
光
克

和
歌
山
県
農
林
水
産
部
所
管
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
等
事
業
選
定
委
員
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

1
9
岸
上
光
克

和
歌
山
県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議

委
員

和
歌
山
県
　

県
･公
共

2
0
岸
上
光
克

和
歌
山
県
食
育
推
進
会
議

会
長

和
歌
山
県

県
・
公
共

2
1
岸
上
光
克

和
歌
山
県
農
業
改
良
普
及
連
絡
協
議
会

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

2
2
岸
上
光
克

和
歌
山
市
防
災
会
議

委
員

和
歌
山
県
和
歌
山
市

市
・
公
共

2
3
岸
上
光
克

地
域
包
括
連
携
推
進
委
員
会

委
員

紀
美
野
町
・
和
歌
山
大
学

市
・
公
共

2
4
岸
上
光
克

き
の
く
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
企
画
運
営
委
員
会

委
員

き
の
く
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

2
5
岸
上
光
克

紀
美
野
町
新
商
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

そ
の
他

2
6
岸
上
光
克

令
和
元
年
度
わ
か
や
ま
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
事
業
審
査
委
員
会

委
員

わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人

1

田
辺
市

市
・
公

共

市
町

・
公

共

町
・
公

共

町
・
公

共

町
・
公

共
紀

美
野

町
ま

ち
づ

く
り

推
進

協
議

会

和
歌

山
市
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１
－

（
２

）
Ａ

  
地

方
創

生
や

「
食

・
農

」
に

関
わ

る
課

題
抽

出
の

場
と

し
て

の
「
地

方
創

生
推

進
協

議
会

」
の

開
催

：
３

回
／

年

開
催

日
名

称
場

所
参

加
人

数
会

議
内

容

1
令

和
1
年

5
月

2
8
日

地
方

創
生

推
進

・
食

農
協

議
会

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
共

通
会

議
室

2
人

1
）
食

農
総

合
研

究
所

の
概

要
2
）
食

農
総

合
研

究
所

の
事

業
報

告
3
）
食

農
総

合
研

究
所

事
業

計
画

4
）
意

見
交

換
5
）
そ

の
他

2
令

和
1
年

5
月

2
8
日

地
方

創
生

推
進

・
食

農
協

議
会

実
務

者
会

議
和

歌
山

大
学

 南
1
号

館
共

通
会

議
室

4
人

1
）
食

農
総

合
研

究
所

の
概

要
2
）
食

農
総

合
研

究
所

の
事

業
報

告
3
）
食

農
総

合
研

究
所

事
業

計
画

4
）
意

見
交

換
5
）
そ

の
他

 
3

１
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
関
係
自
治
体
の
審
議
会
・
委
員
会
に
お
け
る
有
識
者
委
員
と
し
て
の
参
画
：
1
0
件
／
年

　
※
和
歌
山
圏
域
お
よ
び
国
関
係
の
機
関
の
み
。

氏
名

審
議
会
等
の
名
称

資
格

主
催

団
体
種
別

備
考

2
7
岸
上
光
克

令
和
2
年
度
わ
か
や
ま
中
小
企
業
元
気
フ
ァ
ン
ド
事
業
及
び
わ
か
や
ま
農
商
工
連
携
フ
ァ

ン
ド
事
業
第
１
次
審
査
委
員
会

委
員

わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人

2
8
岸
上
光
克

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
対
応
し
た
園
芸
産
地
づ
く
り
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会

委
員

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

一
般
社
団
法
人

2
9
岸
上
光
克

国
産
食
肉
等
新
需
要
創
出
緊
急
対
策
事
業
　
優
良
事
例
調
査
委
員
会

委
員

日
本
食
肉
消
費
総
合
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人

3
0
戴
容
秦
思

国
産
食
肉
等
新
需
要
創
出
緊
急
対
策
事
業
　
優
良
事
例
調
査
委
員
会

委
員

日
本
食
肉
消
費
総
合
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人

3
1
辻
和
良

紀
北
農
芸
高
校
学
校
運
営
協
議
会

委
員

和
歌
山
県
立
紀
北
農
芸
高
校

県
・
公
共

3
2
植
田
淳
子

農
泊
　
食
文
化
海
外
発
信
地
域

有
識
者
委
員

農
林
水
産
省

国

3
3
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
農
業
会
議

理
事
・
常
任
委
員

一
般
社
団
法
人
和
歌
山
県
農
業
会
議

県
・
公
共

3
4
湯
崎
真
梨
子

「
知
｣の
集
積
に
よ
る
産
学
連
携
支
援
事
業
企
画
審
査
委
員
会

委
員

農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議

国
・
公
共

3
5
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会

委
員

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

県
・
公
共

3
6
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会
委
員

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

3
7
湯
崎
真
梨
子

近
畿
地
方
ダ
ム
等
管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

委
員

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
，
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

国
・
公
共

3
8
湯
崎
真
梨
子

紀
の
川
流
域
懇
談
会

委
員

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

国
・
公
共

3
9
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
S
O
H
O
ブ
ー
ス
入
居
等
審
査
部
会

委
員
長

和
歌
山
県

県
・
公
共

 
2

１
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
関
係
自
治
体
の
審
議
会
・
委
員
会
に
お
け
る
有
識
者
委
員
と
し
て
の
参
画
：
1
0
件
／
年

　
※
和
歌
山
圏
域
お
よ
び
国
関
係
の
機
関
の
み
。

氏
名

審
議
会
等
の
名
称

資
格

主
催

団
体
種
別

備
考

2
7
岸
上
光
克

令
和
2
年
度
わ
か
や
ま
中
小
企
業
元
気
フ
ァ
ン
ド
事
業
及
び
わ
か
や
ま
農
商
工
連
携
フ
ァ

ン
ド
事
業
第
１
次
審
査
委
員
会

委
員

わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人

2
8
岸
上
光
克

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
対
応
し
た
園
芸
産
地
づ
く
り
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会

委
員

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

一
般
社
団
法
人

2
9
岸
上
光
克

国
産
食
肉
等
新
需
要
創
出
緊
急
対
策
事
業
　
優
良
事
例
調
査
委
員
会

委
員

日
本
食
肉
消
費
総
合
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人

3
0
戴
容
秦
思

国
産
食
肉
等
新
需
要
創
出
緊
急
対
策
事
業
　
優
良
事
例
調
査
委
員
会

委
員

日
本
食
肉
消
費
総
合
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人

3
1
辻
和
良

紀
北
農
芸
高
校
学
校
運
営
協
議
会

委
員

和
歌
山
県
立
紀
北
農
芸
高
校

県
・
公
共

3
2
植
田
淳
子

農
泊
　
食
文
化
海
外
発
信
地
域

有
識
者
委
員

農
林
水
産
省

国

3
3
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
農
業
会
議

理
事
・
常
任
委
員

一
般
社
団
法
人
和
歌
山
県
農
業
会
議

県
・
公
共

3
4
湯
崎
真
梨
子

「
知
｣の
集
積
に
よ
る
産
学
連
携
支
援
事
業
企
画
審
査
委
員
会

委
員

農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議

国
・
公
共

3
5
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会

委
員

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

県
・
公
共

3
6
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会
委
員

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

3
7
湯
崎
真
梨
子

近
畿
地
方
ダ
ム
等
管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

委
員

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
，
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

国
・
公
共

3
8
湯
崎
真
梨
子

紀
の
川
流
域
懇
談
会

委
員

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

国
・
公
共

3
9
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
S
O
H
O
ブ
ー
ス
入
居
等
審
査
部
会

委
員
長

和
歌
山
県

県
・
公
共

 
2

１
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
関
係
自
治
体
の
審
議
会
・
委
員
会
に
お
け
る
有
識
者
委
員
と
し
て
の
参
画
：
1
0
件
／
年

　
※
和
歌
山
圏
域
お
よ
び
国
関
係
の
機
関
の
み
。

氏
名

審
議
会
等
の
名
称

資
格

主
催

団
体
種
別

備
考

2
7
岸
上
光
克

令
和
2
年
度
わ
か
や
ま
中
小
企
業
元
気
フ
ァ
ン
ド
事
業
及
び
わ
か
や
ま
農
商
工
連
携
フ
ァ

ン
ド
事
業
第
１
次
審
査
委
員
会

委
員

わ
か
や
ま
産
業
振
興
財
団

公
益
財
団
法
人

2
8
岸
上
光
克

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
対
応
し
た
園
芸
産
地
づ
く
り
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会

委
員

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構

一
般
社
団
法
人

2
9
岸
上
光
克

国
産
食
肉
等
新
需
要
創
出
緊
急
対
策
事
業
　
優
良
事
例
調
査
委
員
会

委
員

日
本
食
肉
消
費
総
合
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人

3
0
戴
容
秦
思

国
産
食
肉
等
新
需
要
創
出
緊
急
対
策
事
業
　
優
良
事
例
調
査
委
員
会

委
員

日
本
食
肉
消
費
総
合
セ
ン
タ
ー

公
益
財
団
法
人

3
1
辻
和
良

紀
北
農
芸
高
校
学
校
運
営
協
議
会

委
員

和
歌
山
県
立
紀
北
農
芸
高
校

県
・
公
共

3
2
植
田
淳
子

農
泊
　
食
文
化
海
外
発
信
地
域

有
識
者
委
員

農
林
水
産
省

国

3
3
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
農
業
会
議

理
事
・
常
任
委
員

一
般
社
団
法
人
和
歌
山
県
農
業
会
議

県
・
公
共

3
4
湯
崎
真
梨
子

「
知
｣の
集
積
に
よ
る
産
学
連
携
支
援
事
業
企
画
審
査
委
員
会

委
員

農
林
水
産
省
農
林
水
産
技
術
会
議

国
・
公
共

3
5
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会

委
員

和
歌
山
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

県
・
公
共

3
6
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会
委
員

委
員

和
歌
山
県

県
・
公
共

3
7
湯
崎
真
梨
子

近
畿
地
方
ダ
ム
等
管
理
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

委
員

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
，
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構

国
・
公
共

3
8
湯
崎
真
梨
子

紀
の
川
流
域
懇
談
会

委
員

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

国
・
公
共

3
9
湯
崎
真
梨
子

和
歌
山
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
S
O
H
O
ブ
ー
ス
入
居
等
審
査
部
会

委
員
長

和
歌
山
県

県
・
公
共

 
2

和
歌

山
県

農
業

会
議

一
般

社
団

法
人

2



１
－

（
２

）
Ａ

  
地

方
創

生
や

「
食

・
農

」
に

関
わ

る
課

題
抽

出
の

場
と

し
て

の
「
地

方
創

生
推

進
協

議
会

」
の

開
催

：
３

回
／

年

開
催

日
名

称
場

所
参

加
人

数
会

議
内

容

1
令

和
1
年

5
月

2
8
日

地
方

創
生

推
進

・
食

農
協

議
会

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
共

通
会

議
室

2
人

1
）
食

農
総

合
研

究
所

の
概

要
2
）
食

農
総

合
研

究
所

の
事

業
報

告
3
）
食

農
総

合
研

究
所

事
業

計
画

4
）
意

見
交

換
5
）
そ

の
他

2
令

和
1
年

5
月

2
8
日

地
方

創
生

推
進

・
食

農
協

議
会

実
務

者
会

議
和

歌
山

大
学

 南
1
号

館
共

通
会

議
室

4
人

1
）
食

農
総

合
研

究
所

の
概

要
2
）
食

農
総

合
研

究
所

の
事

業
報

告
3
）
食

農
総

合
研

究
所

事
業

計
画

4
）
意

見
交

換
5
）
そ

の
他

 
3

１
－

（
２

）
Ａ

  
地

方
創

生
や

「
食

・
農

」
に

関
わ

る
課

題
抽

出
の

場
と

し
て

の
「
地

方
創

生
推

進
協

議
会

」
の

開
催

：
３

回
／

年

開
催

日
名

称
場

所
参

加
人

数
会

議
内

容

1
令

和
1
年

5
月

2
8
日

地
方

創
生

推
進

・
食

農
協

議
会

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
共

通
会

議
室

2
人

1
）
食

農
総

合
研

究
所

の
概

要
2
）
食

農
総

合
研

究
所

の
事

業
報

告
3
）
食

農
総

合
研

究
所

事
業

計
画

4
）
意

見
交

換
5
）
そ

の
他

2
令

和
1
年

5
月

2
8
日

地
方

創
生

推
進

・
食

農
協

議
会

実
務

者
会

議
和

歌
山

大
学

 南
1
号

館
共

通
会

議
室

4
人

1
）
食

農
総

合
研

究
所

の
概

要
2
）
食

農
総

合
研

究
所

の
事

業
報

告
3
）
食

農
総

合
研

究
所

事
業

計
画

4
）
意

見
交

換
5
）
そ

の
他

 
3

2 3



１
－
（
２
）
Ｂ
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
「
リ
エ
ゾ
ン
サ
ロ
ン
」
の
開
催
：
３
回
／
年

開
催
日

名
称

テ
ー
マ
等

講
師
・
報
告
者
等

場
所

参
加

人
数

開
催
内
容
等

1
令

和
1
年

5
月

3
0
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

1
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
　

農
業

情
報

利
用

の
展

開
　

　
　

　
　

株
式

会
社

　
シ

ト
ラ

ス
　

佐
々

木
 茂

明
報

告
2
　

和
歌

山
市

の
野

菜
生

産
の

変
遷

　
　

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

辻
 和

良
　

　
　

　
　

JA
わ

か
や

ま
　

池
田

 信
義

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

1
4
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

2
令

和
1
年

6
月

2
0
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
学

内
研

究
会

（
第

1
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

　
報

告
　

ウ
メ

産
地

の
展

開
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
岸

上
 光

克
経

済
学

部
5
階

第
3
会

議
室

6
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

3
令

和
1
年

6
月

2
5
日

食
農

総
合

研
究

所
公

開
セ

ミ
ナ

ー
商

品
コ

ン
セ

プ
ト
実

現
と

安
全

・
安

心
　

　
～

原
料

へ
の

こ
だ

わ
り

～
　

N
P
O

法
人

食
の

安
全

と
安

心
を

科
学

す
る

会
　

副
理

事
長

　
阿

紀
 雅

敏
産

学
連

携
ｲ
ﾉ
ﾍ

ﾞｰ
ｼ

ｮﾝ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

多
目

的
研

究
室

3
9
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

4
令

和
1
年

7
月

2
4
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

2
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
 農

業
改

良
普

及
事

業
の

展
開

　
　

  
  
 元

　
和

歌
山

県
農

業
大

学
校

長
　

向
井

 元
治

報
告

2
 サ

ン
シ

ョ
ウ

産
地

の
展

開
　

　
　

　
 和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

戴
容

 秦
思

　
　

　
　

 和
歌

山
大

学
　

藤
井

 至
　

　
　

　
 和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

辻
 和

良
報

告
3
 農

産
物

直
売

所
の

動
向

　
　

　
　

 和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
辻

 和
良

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

1
3
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

5
令

和
1
年

8
月

2
3
日

都
市

農
村

共
生

研
究

ユ
ニ

ッ
ト
現

地
交

流
会

一
般

社
団

法
人

南
紀

州
交

流
公

社
の

都
市

農
村

交
流

の
取

り
組

み
　

一
般

社
団

法
人

南
紀

州
交

流
公

社
  
 事

務
局

長
　

佐
本

 真
志

一
般

社
団

法
人

南
紀

州
交

流
公

社
1
0
人

現
地

で
の

講
演

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

6
令

和
1
年

8
月

2
9
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
学

内
研

究
会

（
第

2
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

　
穀

物
と

工
芸

作
物

の
生

産
量

の
経

年
変

化
か

ら
見

た
和

歌
　

　
　

　
山

県
農

業
の

変
化

　
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
杦

本
 敏

夫
南

１
号

館
３

階
共

通
会

議
室

5
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

7
令

和
1
年

9
月

1
9
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

3
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
 和

歌
山

県
に

お
け

る
野

菜
・
花

き
に

関
す

る
試

験
研

究
の

　
　

　
　

 歩
み

　
　

　
　

 和
歌

山
県

農
業

試
験

場
　

島
 浩

二
報

告
2
 和

歌
山

県
に

お
け

る
カ

ン
キ

ツ
に

関
す

る
試

験
研

究
の

歩
　

　
　

 　
み

　
　

　
　

 和
歌

山
県

果
樹

試
験

場
　

島
津

 康
報

告
3
 農

業
経

営
の

動
向

　
　

　
　

 和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
辻

 和
良

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

7
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

8
令

和
1
年

1
0
月

7
日

元
生

活
改

良
普

及
員

（
専

門
技

術
員

）
座

談
会

農
村

生
活

の
変

遷
と

生
活

改
善

普
及

事
業

報
告

1
 私

の
生

活
改

良
普

及
員

と
し

て
の

活
動

　
　

　
  
 元

和
歌

山
県

農
林

水
産

部
専

門
技

術
員

 中
谷

 多
嘉

子
報

告
2
 む

ら
づ

く
り

活
動

に
取

り
組

ん
で

　
　

　
　

 同
上

　
東

 祥
子

報
告

3
 生

き
生

き
と

輝
く

農
家

女
性

の
育

成
　

　
  
  
 同

上
　

土
橋

 ひ
さ

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

6
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

5

１
－
（
２
）
Ｂ
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
「
リ
エ
ゾ
ン
サ
ロ
ン
」
の
開
催
：
３
回
／
年

開
催
日

名
称

テ
ー
マ
等

講
師
・
報
告
者
等

場
所

参
加

人
数

開
催
内
容
等

1
令

和
1
年

5
月

3
0
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

1
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
　

農
業

情
報

利
用

の
展

開
　

　
　

　
　

株
式

会
社

　
シ

ト
ラ

ス
　

佐
々

木
 茂

明
報

告
2
　

和
歌

山
市

の
野

菜
生

産
の

変
遷

　
　

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

辻
 和

良
　

　
　

　
　

JA
わ

か
や

ま
　

池
田

 信
義

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

1
4
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

2
令

和
1
年

6
月

2
0
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
学

内
研

究
会

（
第

1
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

　
報

告
　

ウ
メ

産
地

の
展

開
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
岸

上
 光

克
経

済
学

部
5
階

第
3
会

議
室

6
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

3
令

和
1
年

6
月

2
5
日

食
農

総
合

研
究

所
公

開
セ

ミ
ナ

ー
商

品
コ

ン
セ

プ
ト
実

現
と

安
全

・
安

心
　

　
～

原
料

へ
の

こ
だ

わ
り

～
　

N
P
O

法
人

食
の

安
全

と
安

心
を

科
学

す
る

会
　

副
理

事
長

　
阿

紀
 雅

敏
産

学
連

携
ｲ
ﾉ
ﾍ

ﾞｰ
ｼ

ｮﾝ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

多
目

的
研

究
室

3
9
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

4
令

和
1
年

7
月

2
4
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

2
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
 農

業
改

良
普

及
事

業
の

展
開

　
　

  
  
 元

　
和

歌
山

県
農

業
大

学
校

長
　

向
井

 元
治

報
告

2
 サ

ン
シ

ョ
ウ

産
地

の
展

開
　

　
　

　
 和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

戴
容

 秦
思

　
　

　
　

 和
歌

山
大

学
　

藤
井

 至
　

　
　

　
 和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

辻
 和

良
報

告
3
 農

産
物

直
売

所
の

動
向

　
　

　
　

 和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
辻

 和
良

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

1
3
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

5
令

和
1
年

8
月

2
3
日

都
市

農
村

共
生

研
究

ユ
ニ

ッ
ト
現

地
交

流
会

一
般

社
団

法
人

南
紀

州
交

流
公

社
の

都
市

農
村

交
流

の
取

り
組

み
　

一
般

社
団

法
人

南
紀

州
交

流
公

社
  
 事

務
局

長
　

佐
本

 真
志

一
般

社
団

法
人

南
紀

州
交

流
公

社
1
0
人

現
地

で
の

講
演

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

6
令

和
1
年

8
月

2
9
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
学

内
研

究
会

（
第

2
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

　
穀

物
と

工
芸

作
物

の
生

産
量

の
経

年
変

化
か

ら
見

た
和

歌
　

　
　

　
山

県
農

業
の

変
化

　
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
杦

本
 敏

夫
南

１
号

館
３

階
共

通
会

議
室

5
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

7
令

和
1
年

9
月

1
9
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

3
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
 和

歌
山

県
に

お
け

る
野

菜
・
花

き
に

関
す

る
試

験
研

究
の

　
　

　
　

 歩
み

　
　

　
　

 和
歌

山
県

農
業

試
験

場
　

島
 浩

二
報

告
2
 和

歌
山

県
に

お
け

る
カ

ン
キ

ツ
に

関
す

る
試

験
研

究
の

歩
　

　
　

 　
み

　
　

　
　

 和
歌

山
県

果
樹

試
験

場
　

島
津

 康
報

告
3
 農

業
経

営
の

動
向

　
　

　
　

 和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
辻

 和
良

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

7
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

8
令

和
1
年

1
0
月

7
日

元
生

活
改

良
普

及
員

（
専

門
技

術
員

）
座

談
会

農
村

生
活

の
変

遷
と

生
活

改
善

普
及

事
業

報
告

1
 私

の
生

活
改

良
普

及
員

と
し

て
の

活
動

　
　

　
  
 元

和
歌

山
県

農
林

水
産

部
専

門
技

術
員

 中
谷

 多
嘉

子
報

告
2
 む

ら
づ

く
り

活
動

に
取

り
組

ん
で

　
　

　
　

 同
上

　
東

 祥
子

報
告

3
 生

き
生

き
と

輝
く

農
家

女
性

の
育

成
　

　
  
  
 同

上
　

土
橋

 ひ
さ

経
済

学
部

5
階

第
3
会

議
室

6
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

5

 c
it
ru

s　
佐

々
木

 茂
明

4



１
－
（
２
）
Ｂ
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
「
リ
エ
ゾ
ン
サ
ロ
ン
」
の
開
催
：
３
回
／
年

開
催
日

名
称

テ
ー
マ
等

講
師
・
報
告
者
等

場
所

参
加

人
数

開
催
内
容
等

9
令

和
1
年

1
0
月

1
7
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
学

内
研

究
会

（
第

3
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

 
日

高
地

方
に

お
け

る
エ

ン
ド

ウ
産

地
の

展
開

過
程

　
　

 
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

辻
 
和

良
経

済
学

部
5
階

第
3
会

議
室

4
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

1
0

令
和

1
年

1
1
月

7
日

都
市

農
村

共
生

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

研
究

セ
ミ

ナ
ー

拠
点

づ
く

り
か

ら
の

農
山

村
再

生
−
田

園
回

帰
時

代
の

新
た

な
農

村
計

画
論

−
 
神

戸
大

学
大

学
院

農
学

研
究

科
 
准

教
授

 
 
 
中

塚
 
雅

也

和
歌

山
大

学
 
北

４
号

館
（

産
学

連
携

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
）

多
目

的
研

究
室

2
6
人

講
演

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

1
1

令
和

1
年

1
1
月

1
5
日

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会 和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
共

催
公

開
講

演
会

健
康

寿
命

1
0
0
歳

越
を

目
指

し
た

作
物

種
子

・
果

実
の

品
質

向
上

に
向

け
て

報
告

1
 
種

子
生

理
生

化
学

研
究

会
4
0
年

の
歩

み
　

　
 
 
種

子
生

理
生

化
学

研
究

会
 
原

田
 
久

也
報

告
2
 
食

品
の

秘
め

ら
れ

た
力

－
骨

粗
鬆

症
の

予
防

と
記

　
　

　
憶

減
衰

の
抑

制
　

　
 
 
京

都
女

子
大

学
家

政
学

部
 
川

村
 
幸

雄
報

告
3
 
腸

内
細

菌
叢

か
ら

考
え

る
食

品
ポ

リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

　
　

　
の

生
理

機
能

 
 
 
 
　

甲
南

女
子

大
学

医
療

栄
養

学
部

 
寺

尾
 
純

二
報

告
4
 
和

歌
山

県
の

特
産

品
　

梅
と

山
椒

の
機

能
性

 
 
 
　

 
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
 
三

谷
 
隆

彦
報

告
5
 
健

康
機

能
性

米
の

開
発

と
実

用
化

－
ス

ギ
花

粉
米

　
　

　
を

中
心

に
 
 
　

　
農

研
機

構
生

物
機

能
利

用
研

究
部

門
 
高

野
 
誠

報
告

6
 
澱

粉
の

構
造

制
御

か
ら

ユ
ニ

ー
ク

な
新

品
種

育
成

　
　

　
ま

で
 
 
 
 
　

秋
田

県
立

大
学

生
物

資
源

学
部

 
藤

田
 
直

子

和
歌

山
商

工
会

議
所

4
階

大
ホ

ー
ル

5
3
人

報
告

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

1
2

令
和

1
年

1
1
月

2
0
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

4
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
 
産

地
形

成
と

出
荷

・
販

売
対

応
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

 
岸

上
 
光

克
　

　
　

和
歌

山
大

学
 
藤

田
 
武

弘
報

告
2
 
教

育
旅

行
の

展
開

と
課

題
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

 
植

田
 
淳

子
　

　
　

和
歌

山
県

果
樹

園
芸

課
 
芝

 
め

ぐ
み

報
告

3
 
移

住
・

定
住

政
策

の
変

遷
　

　
　

和
歌

山
県

企
業

立
地

課
 
阪

井
 
加

寿
子

報
告

4
 
農

山
村

へ
の

移
住

・
定

住
の

現
場

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
 
湯

崎
 
真

梨
子

南
１

号
館

３
階

共
通

会
議

室
1
3
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

1
3

令
和

1
年

1
1
月

2
5
日

現
地

研
究

会
農

業
・

農
村

生
活

体
験

の
ビ

ジ
ネ

ス
化

講
演

1
 
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
展

開
と

推
進

上
の

課
題

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
 
植

田
 
淳

子
講

演
2
 
中

山
間

地
域

を
活

か
す

－
人

こ
そ

が
地

域
を

創
る

－
　

　
　

日
高

川
町

ゆ
め

倶
楽

部
2
1
前

会
長

 
原

見
 
知

子

熊
野

川
総

合
開

発
セ

ン
タ

ー
研

修
室

6
1
人

現
地

で
の

講
演

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

6

１
－
（
２
）
Ｂ
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
「
リ
エ
ゾ
ン
サ
ロ
ン
」
の
開
催
：
３
回
／
年

開
催
日

名
称

テ
ー
マ
等

講
師
・
報
告
者
等

場
所

参
加

人
数

開
催
内
容
等

9
令

和
1
年

1
0
月

1
7
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
学

内
研

究
会

（
第

3
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

 
日

高
地

方
に

お
け

る
エ

ン
ド

ウ
産

地
の

展
開

過
程

　
　

 
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

辻
 
和

良
経

済
学

部
5
階

第
3
会

議
室

4
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

1
0

令
和

1
年

1
1
月

7
日

都
市

農
村

共
生

研
究

ユ
ニ

ッ
ト

研
究

セ
ミ

ナ
ー

拠
点

づ
く

り
か

ら
の

農
山

村
再

生
−
田

園
回

帰
時

代
の

新
た

な
農

村
計

画
論

−
 
神

戸
大

学
大

学
院

農
学

研
究

科
 
准

教
授

 
 
 
中

塚
 
雅

也

和
歌

山
大

学
 
北

４
号

館
（

産
学

連
携

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
）

多
目

的
研

究
室

2
6
人

講
演

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

1
1

令
和

1
年

1
1
月

1
5
日

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会 和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
共

催
公

開
講

演
会

健
康

寿
命

1
0
0
歳

越
を

目
指

し
た

作
物

種
子

・
果

実
の

品
質

向
上

に
向

け
て

報
告

1
 
種

子
生

理
生

化
学

研
究

会
4
0
年

の
歩

み
　

　
 
 
種

子
生

理
生

化
学

研
究

会
 
原

田
 
久

也
報

告
2
 
食

品
の

秘
め

ら
れ

た
力

－
骨

粗
鬆

症
の

予
防

と
記

　
　

　
憶

減
衰

の
抑

制
　

　
 
 
京

都
女

子
大

学
家

政
学

部
 
川

村
 
幸

雄
報

告
3
 
腸

内
細

菌
叢

か
ら

考
え

る
食

品
ポ

リ
フ

ェ
ノ

ー
ル

　
　

　
の

生
理

機
能

 
 
 
 
　

甲
南

女
子

大
学

医
療

栄
養

学
部

 
寺

尾
 
純

二
報

告
4
 
和

歌
山

県
の

特
産

品
　

梅
と

山
椒

の
機

能
性

 
 
 
　

 
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
 
三

谷
 
隆

彦
報

告
5
 
健

康
機

能
性

米
の

開
発

と
実

用
化

－
ス

ギ
花

粉
米

　
　

　
を

中
心

に
 
 
　

　
農

研
機

構
生

物
機

能
利

用
研

究
部

門
 
高

野
 
誠

報
告

6
 
澱

粉
の

構
造

制
御

か
ら

ユ
ニ

ー
ク

な
新

品
種

育
成

　
　

　
ま

で
 
 
 
 
　

秋
田

県
立

大
学

生
物

資
源

学
部

 
藤

田
 
直

子

和
歌

山
商

工
会

議
所

4
階

大
ホ

ー
ル

5
3
人

報
告

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

1
2

令
和

1
年

1
1
月

2
0
日

『
続

・
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

』
研

究
会

（
第

4
回

）
和

歌
山

県
農

業
展

開
史

報
告

1
 
産

地
形

成
と

出
荷

・
販

売
対

応
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

 
岸

上
 
光

克
　

　
　

和
歌

山
大

学
 
藤

田
 
武

弘
報

告
2
 
教

育
旅

行
の

展
開

と
課

題
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

 
植

田
 
淳

子
　

　
　

和
歌

山
県

果
樹

園
芸

課
 
芝

 
め

ぐ
み

報
告

3
 
移

住
・

定
住

政
策

の
変

遷
　

　
　

和
歌

山
県

企
業

立
地

課
 
阪

井
 
加

寿
子

報
告

4
 
農

山
村

へ
の

移
住

・
定

住
の

現
場

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
 
湯

崎
 
真

梨
子

南
１

号
館

３
階

共
通

会
議

室
1
3
人

報
告

の
あ

と
意

見
交

換
・

情
報

交
換

を
行

っ
た

。

1
3

令
和

1
年

1
1
月

2
5
日

現
地

研
究

会
農

業
・

農
村

生
活

体
験

の
ビ

ジ
ネ

ス
化

講
演

1
 
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
展

開
と

推
進

上
の

課
題

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
 
植

田
 
淳

子
講

演
2
 
中

山
間

地
域

を
活

か
す

－
人

こ
そ

が
地

域
を

創
る

－
　

　
　

日
高

川
町

ゆ
め

倶
楽

部
2
1
前

会
長

 
原

見
 
知

子

熊
野

川
総

合
開

発
セ

ン
タ

ー
研

修
室

6
1
人

現
地

で
の

講
演

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

6
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１
－
（
２
）
Ｂ
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
「
リ
エ
ゾ
ン
サ
ロ
ン
」
の
開
催
：
３
回
／
年

開
催
日

名
称

テ
ー
マ
等

講
師
・
報
告
者
等

場
所

参
加

人
数

開
催
内
容
等

14
令

和
1
年

1
2
月

9
日

現
地

研
究

会
地

方
創

生
時

代
の

農
産

物
直

売
所

に
求

め
ら

れ
る

機
能

と
新

た
な

運
営

方
式

－
交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

－

報
告

1
　

農
産

物
直

売
所

の
展

開
と

近
年

の
多

様
な

取
り

組
み

　
　

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

岸
上

 光
克

報
告

2
　

農
産

物
直

売
所

出
荷

者
の

顧
客

と
の

交
流

と
出

荷
行

動
　

　
　

　
　

千
葉

大
学

大
学

院
園

芸
学

研
究

科
　

櫻
井

 清
一

報
告

3
　

農
産

物
直

売
所

に
お

け
る

出
荷

者
の

交
流

意
識

と
生

産
　

　
　

　
　

・
出

荷
行

動
　

　
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
辻

 和
良

報
告

4
　

加
工

グ
ル

ー
プ

活
動

が
農

家
女

性
の

意
識

と
行

動
に

及
　

　
　

　
　

ぼ
す

影
響

　
　

　
　

　
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
　

植
田

 淳
子

報
告

5
　

農
業

体
験

参
加

者
の

交
流

・
体

験
活

動
へ

の
参

加
意

識
　

　
　

　
　

和
歌

山
大

学
食

農
総

合
研

究
所

　
辻

 和
良

報
告

6
  
報

告
へ

の
コ

メ
ン

ト
　

 　
　

　
農

産
物

直
売

所
へ

の
期

待
と

求
め

ら
れ

る
機

能
・
役

割
　

　
　

　
　

和
歌

山
大

学
　

藤
田

 武
弘

ＪＡ
紀

の
里

　
め

っ
け

も
ん

広
場

楽
農

ク
ラ

ブ
ハ

ウ
ス

1
9
人

現
地

で
の

報
告

の
あ

と
、

意
見

交
換

・
情

報
交

換
を

行
っ

た
。

（
本

研
究

会
は

JS
P
S
科

研
費

1
7
K

0
7
9
9
2
に

よ
る

研
究

成
果

報
告

会
を

兼
る

）

5

１
－
（
２
）
Ｂ
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
情
報
交
流
の
場
と
し
て
の
「
リ
エ
ゾ
ン
サ
ロ
ン
」
の
開
催
：
３
回
／
年

開
催
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名
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催
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。
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報
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兼
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5
6



２
－
（
１
）
Ａ
　
寄
付
講
義
の
開
講
（
学
部
開
放
科
目
と
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
対
応
）
の
開
講
：
１
科
目
（
一
般
受
講
者
1
0
名
、
学
生
2
0
名
以
上
）
／
年

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

講
義
の
目
的
・
成
果

備
考

　
日

本
の

豊
か

な
食

を
支

え
る

農
業

・
農

村
は

危
機

的
状

況
に

あ
る

。
一

方
で

、
近

年
、

全
国

の
農

村
で

は
活

性
化

に
向

け
て

様
々

な
取

組
が

み
ら

れ
る

。
国

も
「
地

方
創

生
」
を

合
言

葉
と

し
て

、
農

業
・
農

村
を

応
援

し
て

い
る

。
　

　
本

講
義

で
は

、
食

と
農

の
関

係
性

の
変

化
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
農

業
経

営
や

都
市

農
村

交
流

、
そ

し
て

地
域

づ
く

り
に

つ
い

て
現

状
と

課
題

を
把

握
し

、
今

後
の

展
開

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
2
5
0
人

【
授

業
計

画
】

【
0
1
】
現

代
の

食
料

・
農

業
・
農

村
（
岸

上
光

克
:和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
）
1
0
月

1
日

【
0
2
】
JA

わ
か

や
ま

の
概

要
と

多
様

な
取

り
組

み
/
JA

わ
か

や
ま

に
よ

る
和

歌
山

市
の

農
業

振
興

　
　

　
（
JA

わ
か

や
ま

前
年

度
受

講
生

有
志

）
1
0
月

8
日

【
0
3
】
地

方
創

生
と

農
の

6
次

産
業

化
（
内

藤
重

之
：
琉

球
大

学
）
1
0
月

1
5
日

【
0
4
】
日

本
版

ガ
ス

ト
ロ

ノ
ミ
ー

と
食

文
化

（
尾

藤
環

:辻
調

理
師

専
門

学
校

）
1
0
月

2
9
日

【
0
5
】
～

秋
津

野
の

地
域

づ
く

り
は

、
食

と
農

が
ベ

ー
ス

～
（
木

村
則

夫
：
株

式
会

社
秋

津
野

）
1
1
月

1
2
日

【
0
6
】
地

域
に

お
け

る
食

育
の

推
進

（
三

國
和

美
：
紀

の
川

市
食

育
推

進
会

議
）
1
1
月

1
9
日

【
0
7
】
田

園
回

帰
時

代
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
（
辻

和
良

：
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
）
1
1
月

2
6
日

【
0
8
】
農

業
・
農

村
と

ジ
ェ

ン
ダ

ー
（
植

田
淳

子
：
和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
）
1
２
月

3
日

【
0
9
】
農

業
・
農

村
で

活
躍

す
る

女
性

（
尾

原
浩

子
：
日

本
農

業
新

聞
）
1
2
月

1
0
日

【
1
0
】
都

市
農

村
交

流
の

新
段

階
（
藤

田
武

弘
:和

歌
山

大
学

観
光

学
部

）
1
2
月

1
7
日

【
1
1
】
協

同
組

合
の

現
代

的
価

値
（
岸

上
光

克
:和

歌
山

大
学

食
農

総
合

研
究

所
）
1
2
月

2
4
日

【
1
2
】
住

み
継

が
れ

る
集

落
を

つ
く

る
―

空
き

家
の

利
活

用
を

通
じ

て
―

　
　

　
（
佐

久
間

康
富

：
和

歌
山

大
学

シ
ス

テ
ム

工
学

部
）
１

月
7
日

【
1
3
】
「
森

林
サ

ー
ビ

ス
産

業
」
の

創
出

に
向

け
て

～
新

た
な

森
と

人
の

か
か

わ
り

「
F
o
re

st
 S

ty
le

」
の

創
造

～
　

　
　

（
木

俣
知

大
：
国

土
緑

化
推

進
機

構
）
１

月
1
4
日

【
1
4
】
農

業
へ

の
IT

活
用

（
佐

々
木

茂
明

：
株

式
会

社
シ

ト
ラ

ス
）
１

月
2
1
日

【
1
5
】
若

手
農

業
者

と
語

る
「
食

と
農

の
こ

れ
か

ら
」
（
大

浦
由

美
：
再

掲
＋

県
内

若
手

農
業

後
継

者
等

）
１

月
2
8
日

　
　

　
松

下
記

巳
子

：
JA

フ
ァ

ー
ム

わ
か

や
ま

　
　

　
宇

田
洋

孝
：
JA

フ
ァ

ー
ム

わ
か

や
ま

農
業

技
術

習
得

後
就

農
　

　
　

　
上

村
玲

乃
:和

歌
山

大
学

観
光

学
部

2
年

　
　

　
坂

東
紀

好
：
JA

わ
か

や
ま

代
表

理
事

組
合

長

食
と

農
の

こ
れ

か
ら

を
考

え
る

学
部

開
放

科
目

（
後

期
）

JA
わ

か
や

ま
「
寄

付
講

義
」

（
主

任
講

師
：

岸
上

光
克

）

講
義

の
総

括
お

よ
び

そ
れ

ぞ
れ

の
視

座
か

ら
提

供
さ

れ
る

。
講

義
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
主

任
講

師
が

つ
と

め
る

が
、

産
官

学
地

域
連

携
の

視
点

か
ら

民
間

事
業

者
、

地
域

住
民

も
講

師
陣

に
加

え
る

ほ
か

、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る

全
国

的
議

論
を

リ
ー

ド
す

る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
迎

え
る

こ
と

で
、

時
宣

に
か

な
っ

た
体

系
性

の
あ

る
学

び
の

場
を

提
供

を
め

ざ
す

。

 7
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俣
知

大
：
国

土
緑

化
推

進
機

構
）
１

月
1
4
日

【
1
4
】
農

業
へ

の
IT

活
用

（
佐

々
木

茂
明

：
株

式
会

社
シ

ト
ラ

ス
）
１

月
2
1
日

【
1
5
】
若

手
農

業
者

と
語

る
「
食

と
農

の
こ

れ
か

ら
」
（
大

浦
由

美
：
再

掲
＋

県
内

若
手

農
業

後
継

者
等

）
１

月
2
8
日

　
　

　
松

下
記

巳
子

：
JA

フ
ァ

ー
ム

わ
か

や
ま

　
　

　
宇

田
洋

孝
：
JA

フ
ァ

ー
ム

わ
か

や
ま

農
業

技
術

習
得

後
就

農
　

　
　

　
上

村
玲

乃
:和

歌
山

大
学

観
光

学
部

2
年

　
　

　
坂

東
紀

好
：
JA

わ
か

や
ま

代
表

理
事

組
合

長

食
と

農
の

こ
れ

か
ら

を
考

え
る

学
部

開
放

科
目

（
後

期
）

JA
わ

か
や

ま
「
寄

付
講

義
」

（
主

任
講

師
：

岸
上

光
克

）

講
義

の
総

括
お

よ
び

そ
れ

ぞ
れ

の
視

座
か

ら
提

供
さ

れ
る

。
講

義
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
主

任
講

師
が

つ
と

め
る

が
、

産
官

学
地

域
連

携
の

視
点

か
ら

民
間

事
業

者
、

地
域

住
民

も
講

師
陣

に
加

え
る

ほ
か

、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る

全
国

的
議

論
を

リ
ー

ド
す

る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
迎

え
る

こ
と

で
、

時
宣

に
か

な
っ

た
体

系
性

の
あ

る
学

び
の

場
を

提
供

を
め

ざ
す

。

 7

ci
tr

u
s）

１
月

2
1
日

6 7



２
－
（
２
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
自
治
体
お
よ
び
関
係
団
体
か
ら
の
受
託
・
共
同
研
究
：
２
件
／
年

名
称

予
算
規
模

受
託
・
共
同
研
究
別

委
託
元

研
究
代
表
者

参
加
教
員

研
究
概
要

1
岩
出
市
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
計
画
（
商
品
開
発
）

30
0,

00
0

共
同
研
究

岩
出
市

大
浦
由
美

岸
上
光
克

藤
田
武
弘

戴
容
秦
思

植
田
淳
子

岩
出
市
根
来
地
区
に
つ
い
て
，
地
域
の
特
産

品
と
な
る
商
品
の
開
発
を
行
う
。

2
梅
酢
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
機
能
性

に
関
す
る
研
究

4,
00

0
,0

00
共
同
研
究

紀
州
田
辺
う
め
振
興

協
議
会

大
浦
由
美

三
谷
隆
彦

山
本
奈
美

梅
酢
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
機
能
性
に
関
す
る
試

験
の
デ
ー
タ
解
析
と
論
文
化
、
梅
酢
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
実
機
生
産
に
関
す
る
基
礎
試
験
の

実
施
。

3
市
民
農
園
の
新
た
な
展
開
方
式

に
よ
る
都
市
農
業
再
生
策
に
関
す

る
研
究

30
0,

00
0

共
同
研
究

JA
わ
か
や
ま

藤
田
武
弘

大
浦
由
美

植
田
淳
子

藤
井
至

東
京
都
練
馬
区
と
和
歌
山
市
内
の
農
業
体
験

農
園
の
経
営
比
較
分
析
を
実
施
。
和
歌
山
市

内
モ
デ
ル
園
区
に
お
け
る
収
穫
量
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
。

 9

２
－
（
１
）
Ｂ
　
寄
付
講
義
の
開
講
（
学
部
開
放
科
目
と
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
対
応
）
の
開
講
：
１
科
目
（
一
般
受
講
者
1
0
名
、
学
生
2
0
名
以
上
）
／
年

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

講
義
の
目
的
・
成
果

備
考

3
0
人

地
域

づ
く

り
の

理
論

と
実

践

南
紀

熊
野

サ
テ

ラ
イ

ト
学

部
開

放
科

目
(通

年
）

講
義

の
総

括
お

よ
び

そ
 れ

ぞ
れ

の
視

座
か

ら
提

供
 さ

れ
る

講
義

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

主
任

講
師

が
つ

と
め

る
が

、
産

官
学

地
域

連
携

の
視

点
か

ら
、

民
間

事
業

者
、

地
域

住
民

も
講

師
陣

に
加

え
る

ほ
か

、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る

全
国

的
議

論
を

リ
ー

ド
す

る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
迎

え
る

こ
と

で
、

時
宣

に
か

な
っ

た
体

系
性

の
あ

る
学

び
の

場
を

提
供

を
め

ざ
す

江
頭

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
事

業
振

興
財

団
「
寄

付
講

義
」

（
主

任
講

師
：
藤

田
武

弘
）

【
授

業
計

画
】

　
視

座
①

：
地

域
づ

く
り

の
理

論
  
  
  
  

  
  

  
  
  
  
【
0
1
】
　

【0
2
】
　

【
0
3
】

 
　

視
座

②
：
地

域
づ

く
り

と
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
　

  
 　

 【
0
4
】
　

【
0
5
】
　

【0
6
】

　
視

座
③

：
地

域
づ

く
り

と
行

政
・
農

協
の

役
割

 　
【
0
7
】
　

【
0
8
】
　

【0
9
】

　
視

座
④

：
地

域
づ

く
り

と
交

流
・
連

携
  
  
  

  
  

  
 【

1
0
】
　

【
1
1
】
　

【1
2
】

 
　

視
座

⑤
：
地

域
づ

く
り

と
担

い
手

育
成

  
  
  
　

  
 【

1
3
】
　

【
1
4
】
　

【
1
5
】

 
【
授

業
】

【
0
1
】
地

域
づ

く
り

の
経

済
学

～
地

域
内

再
投

資
力

論
か

ら
学

ぶ
～

（
岡

田
知

弘
：
京

都
橘

大
学

）
 5

月
1
8
日

1
3
:0

0
〜

1
4
:3

0
【
0
2
】
地

域
経

営
の

た
め

の
合

意
形

成
と

組
織

づ
く

り
（
玉

井
常

貴
：
㈱

秋
津

野
）
 5

月
1
8
日

1
5
:0

0
 

〜
1
6
:3

0
【
0
3
】
地

域
づ

く
り

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ビ

ジ
ネ

ス
　

（
木

村
則

夫
：
㈱

秋
津

野
）
 5

月
1
9
日

9
:0

0
〜

1
0
:3

0
【
0
4
】
地

域
経

営
の

考
え

方
　

　
　

 「
訪

日
外

国
人

旅
行

者
の

増
加

を
契

機
と

し
て

」
（
八

島
雄

士
：
和

歌
山

大
学

）
7
月

2
0
日

 1
3
:0

0
 

〜
1
4
:3

0
【
0
5
】
地

域
運

営
組

織
の

実
態

と
課

題
　

　
～

島
根

県
中

山
間

地
域

を
対

象
と

し
た

調
査

研
究

や
地

域
づ

く
り

支
援

を
題

材
に

～
　

　
　

（
有

田
昭

一
郎

：
島

根
県

中
山

間
地

域
研

究
セ

ン
タ

ー
）
7
月

2
0
日

 1
5
:0

0
 

〜
1
6
:3

0
【
0
6
】
秋

津
野

の
生

き
る

道
　

「
秋

津
野

に
お

け
る

地
域

づ
く

り
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

へ
の

挑
戦

の
物

語
　

　
　

（
原

拓
生

：
㈱

き
て

ら
）
7
月

2
1
日

 9
:0

0
〜

1
0
:3

0
【
0
7
】
農

協
青

年
部

活
動

が
目

指
す

も
の

　
　

　
 「

上
秋

津
の

一
住

民
の

地
域

経
営

観
」
　

（芝
翼

：
JA

和
歌

山
県

青
年

部
）
1
0
月

5
日

 1
3
:0

0
〜

1
4
:3

0
【
0
8
】
協

同
組

合
の

現
代

的
価

値
　

（岸
上

光
克

：
和

歌
山

大
学

）
1
0
月

5
日

 1
5
:0

0
 

〜
1
6
:3

0
【
0
9
】
「
円

卓
の

地
域

主
義

」
と

自
治

体
の

役
割

　
（牧

野
光

朗
：
長

野
県

飯
田

市
）
1
0
月

6
日

 9
:0

0
〜

1
0
:3

0
【
1
0
】
都

市
農

村
交

流
の

新
た

な
段

階
　

（藤
田

武
弘

：
和

歌
山

大
学

）
1
1
月

1
6
日

 1
3
:0

0
 

〜
1
4
:3

0
【
1
1
】
交

流
・
連

携
に

よ
る

地
域

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

再
編

　
（
藤

井
至

：
和

歌
山

大
学

）
1
1
月

1
6
日

 1
5
:0

0
 

〜
1
6
:3

0
【
1
2
】
都

市
農

村
交

流
を

支
え

る
女

性
た

ち
　

（植
田

淳
子

：
和

歌
山

大
学

）
1
1
月

1
7
日

 9
:0

0
 

〜
1
0
:3

0
【
1
3
】
農

業
後

継
者

の
現

状
と

課
題

　
（
山

本
淳

子
：
農

研
機

構
）
2
月

1
日

 1
3
:0

0
 

〜
1
4
:3

0
【
1
4
】
“
田

園
回

帰
”
時

代
の

農
山

村
再

生
　

（図
司

直
也

：
法

政
大

学
）
2
月

1
日

 1
5
:0

0
 

〜
1
6
:3

0
【
1
5
】
農

業
労

働
力

の
確

保
と

地
域

づ
く

り
「
若

者
が

定
着

す
る

地
域

づ
く

り
を

目
指

し
て

」
　

　
　

（
木

村
三

三
男

：
鳥

取
県

）
2
月

2
日

 9
:0

0
〜

1
0
:3

0

  
少

子
高

齢
化

が
進

展
す

る
日

本
で

は
、

都
市

と
農

村
と

の
格

差
が

拡
大

し
、

農
村

で
は

“
限

界
集

落
”
が

増
加

す
る

な
ど

の
問

題
が

起
こ

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
そ

の
 一

方
で

食
の

土
台

と
な

る
第

一
次

産
業

の
営

み
や

農
山

漁
村

で
の

暮
ら

し
に

対
す

る
都

市
住

民
の

関
心

も
高

ま
っ

て
い

る
。

そ
し

て
、

農
村

に
お

い
て

も
「
地

域
資

源
 の

活
用

」
「
農

工
商

連
携

」
「
都

市
農

村
交

流
」
な

ど
様

々
な

取
り

組
み

が
進

め
 

ら
れ

て
い

る
。

な
か

で
も

、
都

市
農

村
交

流
に

お
け

る
「
鏡

効
果

」
の

存
在

は
、

農
山

 村
再

生
の

手
法

と
し

て
も

大
い

に
注

目
を

集
め

て
い

る
。

近
年

、
総

務
省

が
ふ

る
さ

と
の

地
域

づ
く

り
を

支
え

る
多

様
な

担
い

手
と

し
て

提
起

し
た

「
関

係
人

口
(長

期
 的

な
定

住
人

口
で

も
短

期
的

な
流

動
人

口
で

も
な

く
、

当
該

地
域

や
住

民
と

多
様

に
関

わ
る

者
)」

づ
く

り
は

、
ま

さ
に

こ
の

よ
う

な
交

流
を

土
台

に
拡

が
り

を
み

せ
る

 も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
本

講
座

は
、

農
業

・
農

村
の

現
状

に
対

す
る

「
当

事
者

意
識

」
に

裏
付

け
ら

れ
た

深
い

共
感

と
問

題
関

心
を

有
し

、
且

つ
新

た
な

地
域

づ
く

り
 の

担
い

手
と

し
て

注
目

さ
れ

る
「
関

係
人

口
」
を

創
出

す
る

上
で

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
う

る
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
豊

か
な

地
域

づ
く

り
人

材
 の

育
成

を
目

的
と

し
て

開
講

す
る

。
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２
－
（
１
）
Ｂ
　
寄
付
講
義
の
開
講
（
学
部
開
放
科
目
と
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
対
応
）
の
開
講
：
１
科
目
（
一
般
受
講
者
1
0
名
、
学
生
2
0
名
以
上
）
／
年

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

講
義
の
目
的
・
成
果

備
考

3
0
人

地
域

づ
く

り
の

理
論

と
実

践

南
紀

熊
野

サ
テ

ラ
イ

ト
学

部
開

放
科

目
(通

年
）

講
義

の
総

括
お

よ
び

そ
 れ

ぞ
れ

の
視

座
か

ら
提

供
 さ

れ
る

講
義

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

主
任

講
師

が
つ

と
め

る
が

、
産

官
学

地
域

連
携

の
視

点
か

ら
、

民
間

事
業

者
、

地
域

住
民

も
講

師
陣

に
加

え
る

ほ
か

、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る

全
国

的
議

論
を

リ
ー

ド
す

る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
迎

え
る

こ
と

で
、

時
宣

に
か

な
っ

た
体

系
性

の
あ

る
学

び
の

場
を

提
供

を
め

ざ
す

江
頭

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
事

業
振

興
財

団
「
寄

付
講

義
」

（
主

任
講

師
：
藤

田
武

弘
）

【
授

業
計

画
】

　
視

座
①

：
地

域
づ

く
り

の
理

論
  
  
  
  

  
  

  
  
  
  
【
0
1
】
　

【0
2
】
　

【
0
3
】

 
　

視
座

②
：
地

域
づ

く
り

と
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
　

  
 　

 【
0
4
】
　

【
0
5
】
　

【0
6
】

　
視

座
③

：
地

域
づ

く
り

と
行

政
・
農

協
の

役
割

 　
【
0
7
】
　

【
0
8
】
　

【0
9
】

　
視

座
④

：
地

域
づ

く
り
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落
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し
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台
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、
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を
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。
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者
)」

づ
く

り
は

、
ま

さ
に

こ
の

よ
う

な
交

流
を

土
台

に
拡

が
り

を
み

せ
る

 も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
本

講
座

は
、

農
業

・
農

村
の

現
状

に
対

す
る

「
当

事
者

意
識

」
に

裏
付

け
ら

れ
た

深
い

共
感

と
問

題
関

心
を

有
し

、
且

つ
新

た
な

地
域

づ
く

り
 の

担
い

手
と

し
て

注
目

さ
れ

る
「
関

係
人

口
」
を

創
出

す
る

上
で

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

の
役

割
を

果
た

し
う

る
ホ

ス
ピ

タ
リ
テ

ィ
豊

か
な

地
域

づ
く

り
人

材
 の

育
成

を
目

的
と

し
て

開
講

す
る

。
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２
－
（
１
）
Ｂ
　
寄
付
講
義
の
開
講
（
学
部
開
放
科
目
と
し
て
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
も
対
応
）
の
開
講
：
１
科
目
（
一
般
受
講
者
1
0
名
、
学
生
2
0
名
以
上
）
／
年

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

講
義
の
目
的
・
成
果

備
考

3
0
人

地
域

づ
く

り
の

理
論

と
実

践

南
紀

熊
野

サ
テ

ラ
イ

ト
学

部
開

放
科

目
(通

年
）

講
義
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括
お

よ
び

そ
 れ

ぞ
れ

の
視

座
か

ら
提

供
 さ

れ
る

講
義

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

主
任

講
師

が
つ

と
め

る
が

、
産

官
学

地
域

連
携

の
視

点
か

ら
、

民
間

事
業

者
、

地
域

住
民

も
講

師
陣

に
加

え
る

ほ
か

、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る

全
国

的
議

論
を

リ
ー

ド
す

る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス

ト
ス

ピ
ー

カ
ー

に
迎

え
る

こ
と

で
、

時
宣

に
か

な
っ

た
体

系
性

の
あ

る
学

び
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場
を

提
供

を
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ざ
す

江
頭

ホ
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ピ
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リ
テ

ィ
事
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振

興
財

団
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義
」

（
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師
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田
武

弘
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①
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②
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③
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④
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⑤
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授
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【
0
1
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く
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論
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岡
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【
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【
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9
:0

0
〜

1
0
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0
【
0
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考
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台
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携
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。
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、
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を
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。
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と
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わ
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れ
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に

裏
付

け
ら

れ
た

深
い

共
感

と
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し
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地
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り
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担
い
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注
目

さ
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関

係
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口
」
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す
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で
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と
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役
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を
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す
る
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講
義

の
総

括
お
よ
び

そ
れ

ぞ
れ

の
視

座
か
ら
提

供
さ

れ
る
講
義
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

は
主

任
講

師
が
つ
と

め
る
が
、
産

官
学

地
域

連
携

の
視

点
か
ら
、
民

間
事

業
者
、
地

域
住

民
も

講
師

陣
に

加
え
る
ほ

か
、
農

村
地

域
再

生
に

か
か

わ
る
 

全
国

的
議

論
を
リ
ー
ド

す
る
大

学
教

員
や

実
践

者
を

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎
え

る
こ
と
で
、
時
宣
に
か
な
っ

た
体

系
性

の
あ
る
学

び
の

場
を
提

供
を
め
ざ
す
。

8



２
－
（
２
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
自
治
体
お
よ
び
関
係
団
体
か
ら
の
受
託
・
共
同
研
究
：
２
件
／
年

名
称

予
算
規
模

受
託
・
共
同
研
究
別

委
託
元

研
究
代
表
者

参
加
教
員

研
究
概
要

1
岩
出
市
ロ
ー
カ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
計
画
（
商
品
開
発
）

30
0,

00
0

共
同
研
究

岩
出
市

大
浦
由
美

岸
上
光
克

藤
田
武
弘

戴
容
秦
思

植
田
淳
子

岩
出
市
根
来
地
区
に
つ
い
て
，
地
域
の
特
産

品
と
な
る
商
品
の
開
発
を
行
う
。

2
梅
酢
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
機
能
性

に
関
す
る
研
究

4,
00

0
,0

00
共
同
研
究

紀
州
田
辺
う
め
振
興

協
議
会

大
浦
由
美

三
谷
隆
彦

山
本
奈
美

梅
酢
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の
機
能
性
に
関
す
る
試

験
の
デ
ー
タ
解
析
と
論
文
化
、
梅
酢
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
実
機
生
産
に
関
す
る
基
礎
試
験
の

実
施
。

3
市
民
農
園
の
新
た
な
展
開
方
式

に
よ
る
都
市
農
業
再
生
策
に
関
す

る
研
究

30
0,

00
0

共
同
研
究

JA
わ
か
や
ま

藤
田
武
弘

大
浦
由
美

植
田
淳
子

藤
井
至

東
京
都
練
馬
区
と
和
歌
山
市
内
の
農
業
体
験

農
園
の
経
営
比
較
分
析
を
実
施
。
和
歌
山
市

内
モ
デ
ル
園
区
に
お
け
る
収
穫
量
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
。
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史
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荷
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史
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光
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に
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動
向
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注
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－
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歌
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和
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年

3
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術

論
文

無
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著
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植

田
淳

子
・
辻

和
良

・
藤

田
武

弘

加
工

グ
ル

ー
プ

活
動

を
通

じ
た

農
家

女
性

の
意

識
と

行
動

の
変

化
－

農
家

女
性

の
主

体
性

に
着

目
し

て
－

日
本

農
村

生
活

学
会

農
村

生
活

研
究
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号
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和
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論
文

有
共

著
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5
号

令
和

2
年

5
月

学
術

論
文

有
受

理
済

業
績
内
容

査
読
の

有
無

備
考

概
要

氏
名

タ
イ
ト
ル

発
行
所

発
行
年

 1
2

３
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
研
究
成
果
（
学
術
図
書
・
学
術
論
文
等
の
公
表
）
：
５
編
以
上
／
年

掲
載
誌
・
書
名

巻
号
・
頁
数

10
湯

崎
真

梨
子

農
山

村
へ

の
移

住
/
定

住
の

現
場

ー
和

歌
山

県
へ

の
移

住
の

流
れ

と
移

住
者

の
｢歴

史
｝

和
歌

山
大

学
食

農
研

究
所

和
歌

山
県

農
業

展
開

史
Ⅱ

令
和

2
年

３
月

学
術

論
文

無
単

著

11
辻

和
良

・
池

田
信

義
和

歌
山

市
に

お
け

る
野

菜
産

地
の

展
開

－
砂

地
地

帯
を

中
心

に
－

和
歌

山
大

学
食

農
研

究
所

和
歌

山
県

農
業

展
開

史
Ⅱ

令
和

2
年

3
月

学
術

論
文

無
共

著

12
辻

和
良

日
高

地
方

に
お

け
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未
成

熟
エ

ン
ド

ウ
産

地
の

展
開

過
程
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歌
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食

農
研

究
所
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歌
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業

展
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史
Ⅱ
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和
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3
月

学
術
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単
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13
辻
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良

・
光
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る
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の

展
開

過
程
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歌
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食
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研

究
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歌
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業

展
開

史
Ⅱ

令
和

2
年

3
月

学
術

論
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共
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秦

思
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井
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歌
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県

に
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る

サ
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地
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史
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売
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史
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岸
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光
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著
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光
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和

歌
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に
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ウ

メ
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の

動
向
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0
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以
降

に
注

目
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て
－

和
歌

山
大
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農
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和
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山
県

農
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展
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令
和

2
年

3
月

学
術

論
文

無
単

著

20
植

田
淳

子
・
辻
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良
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藤
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武

弘

加
工

グ
ル
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プ

活
動

を
通

じ
た

農
家

女
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の
意
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行
動

の
変

化
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農
家

女
性

の
主

体
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日
本

農
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農
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績
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備
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タ
イ
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３
－
（
１
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
研
究
成
果
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学
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図
書
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学
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論
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等
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）
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以
上
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号
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数
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湯

崎
真

梨
子

農
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流
れ
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史
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所
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開

史
Ⅱ
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和
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和
良

・
池

田
信
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歌
山
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に
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菜
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の
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－
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史
Ⅱ
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熟
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史
Ⅱ
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光
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史
Ⅱ
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史
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売
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植
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淳
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の
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－
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の
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受
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ル
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行
所

発
行
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４
-
（
１
）
　
学
会
発
表
・
研
究
会
報
告
等

氏
名

題
目

学
会
・
研
究
会
名

主
催

開
催
日

場
所

備
考

1
大

浦
由

美
国

有
林

野
法

改
正

の
問

題
点

と
今

後
の

課
題

へ
の

コ
メ

ン
ト

東
京

林
業

研
究

会
例

会
東

京
林

業
研

究
会

平
成

3
1
年

4
月

2
1
日

東
京

都
江

東
区

古
石

場
文

化
セ

ン
タ

ー

2
岸

上
光

克
・
辻

和
良

藤
田

武
弘

農
産

物
直

売
所

の
展

開
と

近
年

の
多

様
な

取
り

組
み

 
日

本
農

業
市

場
学

会
2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

3
藤

田
武

弘
農

産
物

直
売

所
の

新
た

な
展

開
に

求
め

ら
れ

る
機

能
と

役
割

－
 交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

 －
日

本
農

業
市

場
学

会
2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

4
辻

和
良

セ
ッ

シ
ョ
ン

農
産

物
直

売
所

の
新

た
な

展
開

に
求

め
ら

れ
る

機
能

と
役

割
-
交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

-

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

座
長

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

5
辻

和
良

・
植

田
淳

子
岸

上
光

克
・
戴

容
秦

思
農

業
体

験
参

加
者

の
交

流
・
体

験
に

関
す

る
意

識
と

行
動

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

6
菊

地
昌

弥
・
岸

上
光

克
日

本
短

角
種

に
お

け
る

産
地

の
停

滞
の

一
因

と
産

地
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
新

た
な

取
り

組
み

－
大

規
模

産
地

久
慈

市
山

形
町

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

－

2
0
1
9
年

度
 日

本
農

業
市

場
学

会
大

会
 個

別
報

告
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

7
岸

上
光

克
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
産

地
・
JA

は
卸

売
市

場
と

の
連

携
を

ど
う
強

化
す

る
か

」
第

5
2
回

農
産

物
流

通
研

究
会

一
般

社
団

法
人

　
農

業
開

発
研

修
セ

ン
タ

ー
令

和
1
年

9
月

1
3
日

滋
賀

県
農

業
教

育
情

報
セ

ン
タ

ー

8
戴

容
秦

思
・
鄭

海
晶

清
水

池
義

治
・
根

鎖

「
メ

ラ
ミ
ン

事
件

」
以

降
に

お
け

る
中

国
の

酪
農

・
乳

業
の

構
造

変
化

と
生

乳
流

通
の

課
題

―
内

モ
ン

ゴ
ル

自
治

区
フ

フ
ホ

ト
市

で
の

現
地

調
査

を
ふ

ま
え

て
―

日
本

流
通

学
会

関
西

・
中

四
国

部
会

第
1
2
8
回

定
例

研
究

会
日

本
流

通
学

会
関

西
・

中
四

国
部

会
令

和
1
年

9
月

2
8
日

桃
山

学
院

大
学

梅
田

サ
テ

ラ
イ

ト

9
岸

上
光

克
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

「
運

営
検

討
部

会
」

2
0
1
9
全

国
廃

校
活

用
セ

ミ
ナ

ー
in

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

一
般

財
団

法
人

都
市

農
山

漁
村

交
流

活
性

化
機

構
令

和
1
年

1
0
月

4
日

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

10
三

谷
　

隆
彦

和
歌

山
の

特
産

品
、

梅
と

山
椒

の
機

能
性

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会

・
公

開
講

演
会

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会

令
和

1
年

1
1
月

1
5
日

和
歌

山
商

工
会

議
所

11
三

谷
　

隆
彦

梅
フ

ェ
ノ

ー
ル

化
合

物
（
U

P
）
の

う
が

い
に

よ
る

か
ぜ

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
―

健
常

人
に

対
す

る
９

週
間

、
二

重
盲

検
試

験
―

和
歌

山
県

医
学

会
総

会
和

歌
山

県
医

師
会

令
和

1
年

1
1
月

1
7
日

ア
バ

ロ
ー

ム
紀

の
国

12
岸

上
光

克
テ

ロ
ワ

ー
ル

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

現
状

－
島

根
県

ワ
イ

ン
産

業
を

事
例

と
し

て
－

農
業

理
論

研
究

会
　

定
例

研
究

会
農

業
理

論
研

究
会

令
和

1
年

1
2
月

8
日

和
歌

山
県

民
文

化
会

館

13
植

田
　

淳
子

日
本

の
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
（
農

業
観

光
）
に

つ
い

て
U

N
W

T
O

-J
IC

A
 F

u
tu

re
T

o
ur

is
m

 L
ea

de
rs

 W
o
rk

sh
op

U
N

W
T

O
、

和
歌

山
大

学
、

JI
C

A
共

催
令

和
2
年

2
月

2
6
日

和
歌

山
大

学

14
鄭

海
晶

・
戴

容
秦

思
根

鎖
・
清

水
池

義
治

大
手

乳
業

と
の

契
約

解
消

後
の

酪
農

家
の

生
乳

出
荷

形
態

と
再

編
論

理
―

中
国

内
蒙

古
自

治
区

フ
フ

ホ
ト
市

を
事

例
に

―

2
0
2
0
年

度
日

本
農

業
経

済
学

会
大

会
日

本
農

業
経

済
学

会
令

和
2
年

3
月

2
9
日

東
北

大
学

15
清

水
池

義
治

・
戴

容
秦

思
全

城
停

電
が

ミ
ル

ク
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

及
ぼ

す
影

響
と

既
存

対
策

の
検

討
―

平
成

3
0
年

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
を

事
例

と
し

て
―

2
0
2
0
年

度
日

本
農

業
経

済
学

会
大

会
日

本
農

業
経

済
学

会
令

和
2
年

3
月

3
0
日

東
北

大
学

13

３
－
（
２
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
自
治
体
お
よ
び
関
係
団
体
主
催
の
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
・
提
言
：
1
0
件
／
年

氏
名

小
分
類
（
講
演
会
・
研

究
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
）

題
目

講
演
会

主
催

開
催
日

参
加
人
数

1
辻

和
良

講
演

み
か

ん
産

地
の

労
働

力
と

担
い

手
の

確
保

-
西

宇
和

み
か

ん
支

援
隊

の
事

例
を

中
心

に
-

和
海

地
方

農
業

士
会

研
修

会
和

海
地

方
農

業
士

会
平

成
3
1
年

4
月

1
2
日

4
0
人

2
戴

容
秦

思
講

演
会

消
費

者
に

よ
る

食
肉

の
潜

在
需

要
に

関
す

る
一

考
察

〜
中

食
・
内

食
を

中
心

に
〜

2
0
1
9
年

第
4
4
回

食
肉

産
業

展
食

肉
情

報
セ

ミ
ナ

ー
食

肉
産

業
展

実
行

委
員

会
平

成
3
1
年

4
月

1
7
日

3
8
人

3
岸

上
光

克
講

演
和

歌
山

の
農

業
　

食
と

農
に

よ
る

地
域

活
性

化
「
地

域
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

と
し

て
の

製
菓

技
術

者
」
育

成
講

座
辻

調
グ

ル
ー

プ
・
和

歌
山

県
令

和
1
年

7
月

4
日

4
0
人

4
藤

田
武

弘
報

告
会

現
代

に
お

け
る

農
業

の
新

た
な

可
能

性
を

考
え

る
ア

グ
リ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
高

校
生

事
前

研
修

会
長

野
県

飯
田

市
令

和
1
年

7
月

2
4
日

3
5
人

5
藤

田
武

弘
講

義
現

代
日

本
農

業
論

営
農

指
導

員
（
上

級
）
養

成
研

修
講

義
JA

和
歌

山
県

中
央

会
令

和
1
年

8
月

7
日

8
人

6
岸

上
光

克
講

義
農

産
物

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

営
農

指
導

員
（
上

級
）
養

成
研

修
JA

和
歌

山
県

中
央

会
令

和
1
年

8
月

8
日

1
0
人

7
岸

上
光

克
基

礎
講

義
日

本
農

業
の

課
題

と
展

望
学

輪
II
D

A
共

通
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
2
0
1
9

ア
グ

リ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
学

輪
II
D

A
令

和
1
年

8
月

1
7
日

1
0
0
人

8
藤

田
武

弘
講

演
都

市
農

村
交

流
を

通
じ

た
｢食

｣と
｢農

｣の
関

係
性

再
構

築
大

阪
府

立
大

学
　

第
1
回

 P
F
C

セ
ミ
ナ

ー
Ⅲ

大
阪

府
立

大
学

令
和

1
年

8
月

2
8
日

2
5
人

9
藤

田
武

弘
講

義
グ

リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

よ
る

地
域

づ
く

り
全

国
地

域
リ
ー

ダ
ー

養
成

塾
一

般
講

義
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

・
総

務
省

令
和

1
年

8
月

3
0
日

6
4
人

10
岸

上
光

克
基

調
講

演
現

在
の

食
料

・
農

業
・
農

漁
村

を
考

え
る

 第
２

７
回

Ｓ
Ｕ

Ｎ
・
燦

紀
南

農
業

者
の

集
い

Ｓ
Ｕ

Ｎ
・
燦

紀
南

農
業

者
の

集
い

実
行

委
員

会
令

和
1
年

9
月

4
日

1
0
0
人

11
藤

田
武

弘
講

演
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
と

し
て

の
「
農

村
体

験
学

習
」
の

現
代

的
意

義
茶

源
郷

和
束

ビ
ジ

ネ
ス

カ
レ

ッ
ジ

2
0
1
9

京
都

府
和

束
町

令
和

1
年

9
月

5
日

2
2
人

12
岸

上
光

克
特

別
講

義
和

歌
山

の
農

業
和

歌
山

県
立

医
科

大
学

令
和

1
年

1
0
月

2
4
日

8
0
人

13
植

田
淳

子
研

修
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
講

師
日

高
地

域
体

験
型

観
光

研
修

会
第

2
回

 「
現

状
把

握
～

課
題

の
明

確
化

～
」

日
高

振
興

局
令

和
1
年

1
0
月

2
9
日

4
3
人

14
岸

上
光

克
特

別
講

義
和

歌
山

に
お

け
る

農
業

と
ミ
カ

ン
の

位
置

づ
け

わ
か

や
ま

未
来

塾
和

歌
山

大
学

　
C

O
C

+
推

進
室

令
和

1
年

1
1
月

2
日

5
人

15
大

浦
由

美
研

修
会

地
域

再
生

と
持

続
可

能
な

観
光

振
興

近
畿

６
府

県
議

員
交

流
フ

ォ
ー

ラ
ム

近
畿

6
府

県
議

会
令

和
1
年

1
1
月

1
8
日

3
9
人

16
植

田
淳

子
研

修
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
講

師
日

高
地

域
体

験
型

観
光

研
修

会
第

3
回

 「
地

域
の

資
源

を
抽

出
、

認
識

」
日

高
振

興
局

令
和

1
年

1
1
月

2
7
日

4
5
人

17
植

田
淳

子
研

修
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
講

師
日

高
地

域
体

験
型

観
光

研
修

会
第

4
回

 「
ア

イ
デ

ア
出

し
、

行
動

計
画

の
作

成
」

日
高

振
興

局
令

和
1
年

1
2
月

1
1
日

4
3
人

18
藤

田
武

弘
全

体
会

議
(パ

ネ
リ
ス

ト
）

知
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
用

に
よ

る
真

の
地

方
創

生
の

実
現

に
向

け
て

大
学

連
携

会
議

・
学

輪
II
D

A
長

野
県

飯
田

市
令

和
2
年

1
月

2
5
日

1
2
0
人

19
岸

上
光

克
講

演
食

農
教

育
の

重
要

性
野

菜
袋

栽
培

体
験

学
習

　
講

演
会

JA
わ

か
や

ま
令

和
2
年

1
月

3
0
日

3
0
人

20
湯

崎
真

梨
子

セ
ミ
ナ

ー
講

演
講

師
野

生
の

い
の

ち
を

い
た

だ
く

，
人

と
け

も
の

の
距

離
ワ

ダ
イ

ノ
カ

フ
ェ

vo
l.
1
6

和
歌

山
市

，
和

歌
山

大
学

令
和

2
年

1
月

3
0
日

1
9
人

21
大

浦
由

美
研

修
会

森
林

環
境

譲
与

税
の

内
容

と
活

用
の

ポ
イ

ン
ト

田
辺

市
議

会
議

員
研

修
田

辺
市

議
会

令
和

2
年

1
月

3
1
日

3
5
人

22
岸

上
光

克
基

調
講

演
マ

ー
ケ

ッ
ト
イ

ン
に

対
応

し
た

園
芸

産
地

づ
く

り
令

和
元

年
度

滋
賀

県
園

芸
振

興
大

会
滋

賀
県

農
業

技
術

振
興

セ
ン

タ
ー

・
滋

賀
県

園
芸

農
産

振
興

協
議

会
令

和
2
年

2
月

2
6
日

3
0
0
人

1
2

３
－
（
２
）
　
地
方
創
生
や
「
食
・
農
」
に
関
わ
る
自
治
体
お
よ
び
関
係
団
体
主
催
の
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
・
提
言
：
1
0
件
／
年

氏
名

小
分
類
（
講
演
会
・
研

究
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
）

題
目

講
演
会

主
催

開
催
日

参
加
人
数

1
辻

和
良

講
演

み
か

ん
産

地
の

労
働

力
と

担
い

手
の

確
保

-
西

宇
和

み
か

ん
支

援
隊

の
事

例
を

中
心

に
-

和
海

地
方

農
業

士
会

研
修

会
和

海
地

方
農

業
士

会
平

成
3
1
年

4
月

1
2
日

4
0
人

2
戴

容
秦

思
講

演
会

消
費

者
に

よ
る

食
肉

の
潜

在
需

要
に

関
す

る
一

考
察

〜
中

食
・
内

食
を

中
心

に
〜

2
0
1
9
年

第
4
4
回

食
肉

産
業

展
食

肉
情

報
セ

ミ
ナ

ー
食

肉
産

業
展

実
行

委
員

会
平

成
3
1
年

4
月

1
7
日

3
8
人

3
岸

上
光

克
講

演
和

歌
山

の
農

業
　

食
と

農
に

よ
る

地
域

活
性

化
「
地

域
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

と
し

て
の

製
菓

技
術

者
」
育

成
講

座
辻

調
グ

ル
ー

プ
・
和

歌
山

県
令

和
1
年

7
月

4
日

4
0
人

4
藤

田
武

弘
報

告
会

現
代

に
お

け
る

農
業

の
新

た
な

可
能

性
を

考
え

る
ア

グ
リ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
高

校
生

事
前

研
修

会
長

野
県

飯
田

市
令

和
1
年

7
月

2
4
日

3
5
人

5
藤

田
武

弘
講

義
現

代
日

本
農

業
論

営
農

指
導

員
（
上

級
）
養

成
研

修
講

義
JA

和
歌

山
県

中
央

会
令

和
1
年

8
月

7
日

8
人

6
岸

上
光

克
講

義
農

産
物

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
論

営
農

指
導

員
（
上

級
）
養

成
研

修
JA

和
歌

山
県

中
央

会
令

和
1
年

8
月

8
日

1
0
人

7
岸

上
光

克
基

礎
講

義
日

本
農

業
の

課
題

と
展

望
学

輪
II
D

A
共

通
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
2
0
1
9

ア
グ

リ
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

フ
ィ

ー
ル

ド
ス

タ
デ

ィ
学

輪
II
D

A
令

和
1
年

8
月

1
7
日

1
0
0
人

8
藤

田
武

弘
講

演
都

市
農

村
交

流
を

通
じ

た
｢食

｣と
｢農

｣の
関

係
性

再
構

築
大

阪
府

立
大

学
　

第
1
回

 P
F
C

セ
ミ
ナ

ー
Ⅲ

大
阪

府
立

大
学

令
和

1
年

8
月

2
8
日

2
5
人

9
藤

田
武

弘
講

義
グ

リ
ー

ン
・
ツ

ー
リ
ズ

ム
に

よ
る

地
域

づ
く

り
全

国
地

域
リ
ー

ダ
ー

養
成

塾
一

般
講

義
地

域
活

性
化

セ
ン

タ
ー

・
総

務
省

令
和

1
年

8
月

3
0
日

6
4
人

10
岸

上
光

克
基

調
講

演
現

在
の

食
料

・
農

業
・
農

漁
村

を
考

え
る

 第
２

７
回

Ｓ
Ｕ

Ｎ
・
燦

紀
南

農
業

者
の

集
い

Ｓ
Ｕ

Ｎ
・
燦

紀
南

農
業

者
の

集
い

実
行

委
員

会
令

和
1
年

9
月

4
日

1
0
0
人

11
藤

田
武

弘
講

演
ア

ク
テ

ィ
ブ

･ラ
ー

ニ
ン

グ
と

し
て

の
「
農

村
体

験
学

習
」
の

現
代

的
意

義
茶

源
郷

和
束

ビ
ジ

ネ
ス

カ
レ

ッ
ジ

2
0
1
9

京
都

府
和

束
町

令
和

1
年

9
月

5
日

2
2
人

12
岸

上
光

克
特

別
講

義
和

歌
山

の
農

業
和

歌
山

県
立

医
科

大
学

令
和

1
年

1
0
月

2
4
日

8
0
人

13
植

田
淳

子
研

修
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
講

師
日

高
地

域
体

験
型

観
光

研
修

会
第

2
回

 「
現

状
把

握
～

課
題

の
明

確
化

～
」

日
高

振
興

局
令

和
1
年

1
0
月

2
9
日

4
3
人

14
岸

上
光

克
特

別
講

義
和

歌
山

に
お

け
る

農
業

と
ミ
カ

ン
の

位
置

づ
け

わ
か

や
ま

未
来

塾
和

歌
山

大
学

　
C

O
C

+
推

進
室

令
和

1
年

1
1
月

2
日

5
人

15
大

浦
由

美
研

修
会

地
域

再
生

と
持

続
可

能
な

観
光

振
興

近
畿

６
府

県
議

員
交

流
フ

ォ
ー

ラ
ム

近
畿

6
府

県
議

会
令

和
1
年

1
1
月

1
8
日

3
9
人

16
植

田
淳

子
研

修
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
講

師
日

高
地

域
体

験
型

観
光

研
修

会
第

3
回

 「
地

域
の

資
源

を
抽

出
、

認
識

」
日

高
振

興
局

令
和

1
年

1
1
月

2
7
日

4
5
人

17
植

田
淳

子
研

修
会

・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
講

師
日

高
地

域
体

験
型

観
光

研
修

会
第

4
回

 「
ア

イ
デ

ア
出

し
、

行
動

計
画

の
作

成
」

日
高

振
興

局
令

和
1
年

1
2
月

1
1
日

4
3
人

18
藤

田
武

弘
全

体
会

議
(パ

ネ
リ
ス

ト
）

知
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
用

に
よ

る
真

の
地

方
創

生
の

実
現

に
向

け
て

大
学

連
携

会
議

・
学

輪
II
D

A
長

野
県

飯
田

市
令

和
2
年

1
月

2
5
日

1
2
0
人

19
岸

上
光

克
講

演
食

農
教

育
の

重
要

性
野

菜
袋

栽
培

体
験

学
習

　
講

演
会

JA
わ

か
や

ま
令

和
2
年

1
月

3
0
日

3
0
人

20
湯

崎
真

梨
子

セ
ミ
ナ

ー
講

演
講

師
野

生
の

い
の

ち
を

い
た

だ
く

，
人

と
け

も
の

の
距

離
ワ

ダ
イ

ノ
カ

フ
ェ

vo
l.
1
6

和
歌

山
市

，
和

歌
山

大
学

令
和

2
年

1
月

3
0
日

1
9
人

21
大

浦
由

美
研

修
会

森
林

環
境

譲
与

税
の

内
容

と
活

用
の

ポ
イ

ン
ト

田
辺

市
議

会
議

員
研

修
田

辺
市

議
会

令
和

2
年

1
月

3
1
日

3
5
人

22
岸

上
光

克
基

調
講

演
マ

ー
ケ

ッ
ト
イ

ン
に

対
応

し
た

園
芸

産
地

づ
く

り
令

和
元

年
度

滋
賀

県
園

芸
振

興
大

会
滋

賀
県

農
業

技
術

振
興

セ
ン

タ
ー

・
滋

賀
県

園
芸

農
産

振
興

協
議

会
令

和
2
年

2
月

2
6
日

3
0
0
人

1
212



４
-
（
１
）
　
学
会
発
表
・
研
究
会
報
告
等

氏
名

題
目

学
会
・
研
究
会
名

主
催

開
催
日

場
所

備
考

1
大

浦
由

美
国

有
林

野
法

改
正

の
問

題
点

と
今

後
の

課
題

へ
の

コ
メ

ン
ト

東
京

林
業

研
究

会
例

会
東

京
林

業
研

究
会

平
成

3
1
年

4
月

2
1
日

東
京

都
江

東
区

古
石

場
文

化
セ

ン
タ

ー

2
岸

上
光

克
・
辻

和
良

藤
田

武
弘

農
産

物
直

売
所

の
展

開
と

近
年

の
多

様
な

取
り

組
み

 
日

本
農

業
市

場
学

会
2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

3
藤

田
武

弘
農

産
物

直
売

所
の

新
た

な
展

開
に

求
め

ら
れ

る
機

能
と

役
割

－
 交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

 －
日

本
農

業
市

場
学

会
2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

4
辻

和
良

セ
ッ

シ
ョ
ン

農
産

物
直

売
所

の
新

た
な

展
開

に
求

め
ら

れ
る

機
能

と
役

割
-
交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

-

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

座
長

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

5
辻

和
良

・
植

田
淳

子
岸

上
光

克
・
戴

容
秦

思
農

業
体

験
参

加
者

の
交

流
・
体

験
に

関
す

る
意

識
と

行
動

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

6
菊

地
昌

弥
・
岸

上
光

克
日

本
短

角
種

に
お

け
る

産
地

の
停

滞
の

一
因

と
産

地
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
新

た
な

取
り

組
み

－
大

規
模

産
地

久
慈

市
山

形
町

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

－

2
0
1
9
年

度
 日

本
農

業
市

場
学

会
大

会
 個

別
報

告
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

7
岸

上
光

克
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
産

地
・
JA

は
卸

売
市

場
と

の
連

携
を

ど
う
強

化
す

る
か

」
第

5
2
回

農
産

物
流

通
研

究
会

一
般

社
団

法
人

　
農

業
開

発
研

修
セ

ン
タ

ー
令

和
1
年

9
月

1
3
日

滋
賀

県
農

業
教

育
情

報
セ

ン
タ

ー

8
戴

容
秦

思
・
鄭

海
晶

清
水

池
義

治
・
根

鎖

「
メ

ラ
ミ
ン

事
件

」
以

降
に

お
け

る
中

国
の

酪
農

・
乳

業
の

構
造

変
化

と
生

乳
流

通
の

課
題

―
内

モ
ン

ゴ
ル

自
治

区
フ

フ
ホ

ト
市

で
の

現
地

調
査

を
ふ

ま
え

て
―

日
本

流
通

学
会

関
西

・
中

四
国

部
会

第
1
2
8
回

定
例

研
究

会
日

本
流

通
学

会
関

西
・

中
四

国
部

会
令

和
1
年

9
月

2
8
日

桃
山

学
院

大
学

梅
田

サ
テ

ラ
イ

ト

9
岸

上
光

克
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

「
運

営
検

討
部

会
」

2
0
1
9
全

国
廃

校
活

用
セ

ミ
ナ

ー
in

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

一
般

財
団

法
人

都
市

農
山

漁
村

交
流

活
性

化
機

構
令

和
1
年

1
0
月

4
日

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

10
三

谷
　

隆
彦

和
歌

山
の

特
産

品
、

梅
と

山
椒

の
機

能
性

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会

・
公

開
講

演
会

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会

令
和

1
年

1
1
月

1
5
日

和
歌

山
商

工
会

議
所

11
三

谷
　

隆
彦

梅
フ

ェ
ノ

ー
ル

化
合

物
（
U

P
）
の

う
が

い
に

よ
る

か
ぜ

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
―

健
常

人
に

対
す

る
９

週
間

、
二

重
盲

検
試

験
―

和
歌

山
県

医
学

会
総

会
和

歌
山

県
医

師
会

令
和

1
年

1
1
月

1
7
日

ア
バ

ロ
ー

ム
紀

の
国

12
岸

上
光

克
テ

ロ
ワ

ー
ル

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

現
状

－
島

根
県

ワ
イ

ン
産

業
を

事
例

と
し

て
－

農
業

理
論

研
究

会
　

定
例

研
究

会
農

業
理

論
研

究
会

令
和

1
年

1
2
月

8
日

和
歌

山
県

民
文

化
会

館

13
植

田
　

淳
子

日
本

の
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
（
農

業
観

光
）
に

つ
い

て
U

N
W

T
O

-J
IC

A
 F

u
tu

re
T

o
ur

is
m

 L
ea

de
rs

 W
o
rk

sh
op

U
N

W
T

O
、

和
歌

山
大

学
、

JI
C

A
共

催
令

和
2
年

2
月

2
6
日

和
歌

山
大

学

14
鄭

海
晶

・
戴

容
秦

思
根

鎖
・
清

水
池

義
治

大
手

乳
業

と
の

契
約

解
消

後
の

酪
農

家
の

生
乳

出
荷

形
態

と
再

編
論

理
―

中
国

内
蒙

古
自

治
区

フ
フ

ホ
ト
市

を
事

例
に

―

2
0
2
0
年

度
日

本
農

業
経

済
学

会
大

会
日

本
農

業
経

済
学

会
令

和
2
年

3
月

2
9
日

東
北

大
学

15
清

水
池

義
治

・
戴

容
秦

思
全

城
停

電
が

ミ
ル

ク
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

及
ぼ

す
影

響
と

既
存

対
策

の
検

討
―

平
成

3
0
年

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
を

事
例

と
し

て
―

2
0
2
0
年

度
日

本
農

業
経

済
学

会
大

会
日

本
農

業
経

済
学

会
令

和
2
年

3
月

3
0
日

東
北

大
学

13

４
-
（
１
）
　
学
会
発
表
・
研
究
会
報
告
等

氏
名

題
目

学
会
・
研
究
会
名

主
催

開
催
日

場
所

備
考

1
大

浦
由

美
国

有
林

野
法

改
正

の
問

題
点

と
今

後
の

課
題

へ
の

コ
メ

ン
ト

東
京

林
業

研
究

会
例

会
東

京
林

業
研

究
会

平
成

3
1
年

4
月

2
1
日

東
京

都
江

東
区

古
石

場
文

化
セ

ン
タ

ー

2
岸

上
光

克
・
辻

和
良

藤
田

武
弘

農
産

物
直

売
所

の
展

開
と

近
年

の
多

様
な

取
り

組
み

 
日

本
農

業
市

場
学

会
2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

3
藤

田
武

弘
農

産
物

直
売

所
の

新
た

な
展

開
に

求
め

ら
れ

る
機

能
と

役
割

－
 交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

 －
日

本
農

業
市

場
学

会
2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

4
辻

和
良

セ
ッ

シ
ョ
ン

農
産

物
直

売
所

の
新

た
な

展
開

に
求

め
ら

れ
る

機
能

と
役

割
-
交

流
・
体

験
型

直
売

所
の

展
開

を
中

心
に

-

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

座
長

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

5
辻

和
良

・
植

田
淳

子
岸

上
光

克
・
戴

容
秦

思
農

業
体

験
参

加
者

の
交

流
・
体

験
に

関
す

る
意

識
と

行
動

日
本

農
業

市
場

学
会

2
0
1
9
年

度
大

会
（
セ

ッ
シ

ョ
ン

報
告

）
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

6
菊

地
昌

弥
・
岸

上
光

克
日

本
短

角
種

に
お

け
る

産
地

の
停

滞
の

一
因

と
産

地
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

の
新

た
な

取
り

組
み

－
大

規
模

産
地

久
慈

市
山

形
町

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

－

2
0
1
9
年

度
 日

本
農

業
市

場
学

会
大

会
 個

別
報

告
日

本
農

業
市

場
学

会
令

和
1
年

7
月

7
日

神
戸

大
学

7
岸

上
光

克
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
産

地
・
JA

は
卸

売
市

場
と

の
連

携
を

ど
う
強

化
す

る
か

」
第

5
2
回

農
産

物
流

通
研

究
会

一
般

社
団

法
人

　
農

業
開

発
研

修
セ

ン
タ

ー
令

和
1
年

9
月

1
3
日

滋
賀

県
農

業
教

育
情

報
セ

ン
タ

ー

8
戴

容
秦

思
・
鄭

海
晶

清
水

池
義

治
・
根

鎖

「
メ

ラ
ミ
ン

事
件

」
以

降
に

お
け

る
中

国
の

酪
農

・
乳

業
の

構
造

変
化

と
生

乳
流

通
の

課
題

―
内

モ
ン

ゴ
ル

自
治

区
フ

フ
ホ

ト
市

で
の

現
地

調
査

を
ふ

ま
え

て
―

日
本

流
通

学
会

関
西

・
中

四
国

部
会

第
1
2
8
回

定
例

研
究

会
日

本
流

通
学

会
関

西
・

中
四

国
部

会
令

和
1
年

9
月

2
8
日

桃
山

学
院

大
学

梅
田

サ
テ

ラ
イ

ト

9
岸

上
光

克
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

「
運

営
検

討
部

会
」

2
0
1
9
全

国
廃

校
活

用
セ

ミ
ナ

ー
in

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

一
般

財
団

法
人

都
市

農
山

漁
村

交
流

活
性

化
機

構
令

和
1
年

1
0
月

4
日

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン

10
三

谷
　

隆
彦

和
歌

山
の

特
産

品
、

梅
と

山
椒

の
機

能
性

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会

・
公

開
講

演
会

種
子

生
理

生
化

学
研

究
会

令
和

1
年

1
1
月

1
5
日

和
歌

山
商

工
会

議
所

11
三

谷
　

隆
彦

梅
フ

ェ
ノ

ー
ル

化
合

物
（
U

P
）
の

う
が

い
に

よ
る

か
ぜ

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
予

防
―

健
常

人
に

対
す

る
９

週
間

、
二

重
盲

検
試

験
―

和
歌

山
県

医
学

会
総

会
和

歌
山

県
医

師
会

令
和

1
年

1
1
月

1
7
日

ア
バ

ロ
ー

ム
紀

の
国

12
岸

上
光

克
テ

ロ
ワ

ー
ル

・
ツ

ー
リ
ズ

ム
の

現
状

－
島

根
県

ワ
イ

ン
産

業
を

事
例

と
し

て
－

農
業

理
論

研
究

会
　

定
例

研
究

会
農

業
理

論
研

究
会

令
和

1
年

1
2
月

8
日

和
歌

山
県

民
文

化
会

館

13
植

田
　

淳
子

日
本

の
グ

リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
（
農

業
観

光
）
に

つ
い

て
U

N
W

T
O

-J
IC

A
 F

u
tu

re
T

o
ur

is
m

 L
ea

de
rs

 W
o
rk

sh
op

U
N

W
T

O
、

和
歌

山
大

学
、

JI
C

A
共

催
令

和
2
年

2
月

2
6
日

和
歌

山
大

学

14
鄭

海
晶

・
戴

容
秦

思
根

鎖
・
清

水
池

義
治

大
手

乳
業

と
の

契
約

解
消

後
の

酪
農

家
の

生
乳

出
荷

形
態

と
再

編
論

理
―

中
国

内
蒙

古
自

治
区

フ
フ

ホ
ト
市

を
事

例
に

―

2
0
2
0
年

度
日

本
農

業
経

済
学

会
大

会
日

本
農

業
経

済
学

会
令

和
2
年

3
月

2
9
日

東
北

大
学

15
清

水
池

義
治

・
戴

容
秦

思
全

城
停

電
が

ミ
ル

ク
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

及
ぼ

す
影

響
と

既
存

対
策

の
検

討
―

平
成

3
0
年

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
を

事
例

と
し

て
―

2
0
2
0
年

度
日

本
農

業
経

済
学

会
大

会
日

本
農

業
経

済
学

会
令

和
2
年

3
月

3
0
日

東
北

大
学

13
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４
-
（
３
）
寄
付
金
の
受
入

寄
付
金
額

寄
付
者

寄
付
金
の
名
称

目
的

受
入
月

1
3
0
0
,0

0
0

山
本
勝
之
助
商
店

地
域
活
性
化
総
合
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

和
歌
山
大
学
の
教
育
・
研
究
及
び
地
域
貢

献
の
た
め

平
成
3
1
年
4
月

2
5
0
0
,0

0
0

一
般
財
団
法
人
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
後
援
会

地
域
活
性
化
総
合
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

農
業
・
農
村
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
事

業
の
た
め

令
和
1
年
1
1
月

3
1
,0

0
0
,0

0
0

山
本
勝
之
助
商
店

地
域

活
性

化
総

合
セ

ン
タ

ー
寄

付
金

和
歌
山
大
学
の
教
育
・
研
究
及
び
地
域
貢

献
の
た
め

令
和
2
年
3
月

1
5

４
-
（
２
）
　
科
学
研
究
費
・
そ
の
他
競
争
的
資
金
、
委
託
研
究
等

氏
名

課
題
名

競
争
的
資
金
名

主
催
機
関

代
表
・
分
担
別

備
考

1
藤
田
武
弘

市
民
農
園
の
新
た
な
展
開
方
式
に
よ
る
都
市
農

業
再
生
方
策
に
関
す
る
研
究

平
成
3
0
年
度
～
令
和
2
年
度

共
同
研
究

JA
わ
か
や
ま

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

　
大
浦
由
美
、
辻
和
良

　
植
田
淳
子
、
藤
井
至

2
藤
田
武
弘

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
概
念
を
活
か
し
た
食
農

連
関
の
再
構
築
と
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
に
関

す
る
研
究

令
和
1
年
度

研
究
開
発
助
成
事
業

公
益
財
団
法
人
江
頭

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
事
業

振
興
財
団

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

　
岸
上
光
克
、
藤
井
至

3
辻
　
和
良

地
方
創
生
時
代
の
農
産
物
直
売
所
に
求
め
ら
れ

る
機
能
と
新
た
な
運
営
方
式
に
関
す
る
研
究

平
成
2
9
年
度
～
令
和
1
年
度

基
盤
研
究
（
C
）

日
本
学
術
振
興
会

代
表
者

研
究
分
担
者

　
岸
上
光
克
、
藤
田
武
弘

　
植
田
淳
子

4
戴
容
秦
思

企
業
の
酪
農
参
入
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
研
究

平
成
3
0
年
6
月
〜
令
和
1
年
1
2
月

受
託
研
究

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
株
式

会
社
酪
農
総
合
研
究

所
研
究
分
担
者

代
表
：
清
水
池
義
治

　
（
北
海
道
大
学
農
学
部
）

5
戴
容
秦
思

平
成
3
0
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ミ
ル
ク

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
と
災
害
発
生
時
の

対
応
に
関
す
る
研
究

令
和
1
年
4
月
〜
令
和
2
年
3
月

受
託
研
究

一
般
社
団
法
人
Jミ
ル

ク
研
究
分
担
者

代
表
：
清
水
池
義
治

　
（
北
海
道
大
学
農
学
部
）

6
大
浦
由
美

ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
再
生
と
利
活
用
に
よ
る
地
域
産
業

複
合
体
形
成

令
和
1
年
度

地
域
活
性
化
推
進
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

和
歌
山
大
学

研
究
分
担
者

代
表
　
藤
田
和
史

　
（
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
）

7
大
浦
由
美

「
木
の
国
わ
か
や
ま
」
に
お
け
る
木
育
活
動
の
効

果
的
な
普
及
と
紀
州
材
活
用
促
進

大
学
等
地
域
貢
献
促
進
事
業

令
和
1
年
度

高
等
教
育
機
関
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
和
歌
山

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

　
高
橋
多
美
子
（
和
歌
山
大
学

教
育
学
部
）
、
花
岡
隆
行
（
和

歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学
）
、

野
村
真
弘
（
和
歌
山
信
愛
女
子

短
期
大
学
）
、
古
久
保
綾
子

（
和
歌
山
大
学
）
、
阪
田
由
美

子
（
和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大

学
）

8
湯
崎
真
梨
子

神
社
立
地
の
災
害
安
全
性
分
析
に
基
づ
く
先
人

の
防
災
認
識
の
可
視
化

令
和
1
年
度
〜
令
和
3
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
挑
戦
的
研
究

（
萌
芽
）

日
本
学
術
振
興
会

分
担

代
表
:中
島
敦
司

（
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学

部
）

9
湯
崎
真
梨
子

条
件
不
利
地
を
対
象
と
し
た
森
林
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
実
用
化
の
た
め
の
運
用
技
術
の
研
究
開

発

令
和
1
年
度
〜
令
和
3
年
度

基
盤
研
究
Ｃ

日
本
学
術
振
興
会

分
担

代
表
：
塚
田
晃
司

（
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学

部
）

1
4

４
-
（
２
）
　
科
学
研
究
費
・
そ
の
他
競
争
的
資
金
、
委
託
研
究
等

氏
名

課
題
名

競
争
的
資
金
名

主
催
機
関

代
表
・
分
担
別

備
考

1
藤
田
武
弘

市
民
農
園
の
新
た
な
展
開
方
式
に
よ
る
都
市
農

業
再
生
方
策
に
関
す
る
研
究

平
成
3
0
年
度
～
令
和
2
年
度

共
同
研
究

JA
わ
か
や
ま

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

　
大
浦
由
美
、
辻
和
良

　
植
田
淳
子
、
藤
井
至

2
藤
田
武
弘

ツ
ー
リ
ズ
ム
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
概
念
を
活
か
し
た
食
農

連
関
の
再
構
築
と
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
に
関

す
る
研
究

令
和
1
年
度

研
究
開
発
助
成
事
業

公
益
財
団
法
人
江
頭

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
事
業

振
興
財
団

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

　
岸
上
光
克
、
藤
井
至

3
辻
　
和
良

地
方
創
生
時
代
の
農
産
物
直
売
所
に
求
め
ら
れ

る
機
能
と
新
た
な
運
営
方
式
に
関
す
る
研
究

平
成
2
9
年
度
～
令
和
1
年
度

基
盤
研
究
（
C
）

日
本
学
術
振
興
会

代
表
者

研
究
分
担
者

　
岸
上
光
克
、
藤
田
武
弘

　
植
田
淳
子

4
戴
容
秦
思

企
業
の
酪
農
参
入
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
研
究

平
成
3
0
年
6
月
〜
令
和
1
年
1
2
月

受
託
研
究

雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
株
式

会
社
酪
農
総
合
研
究

所
研
究
分
担
者

代
表
：
清
水
池
義
治

　
（
北
海
道
大
学
農
学
部
）

5
戴
容
秦
思

平
成
3
0
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ミ
ル
ク

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
と
災
害
発
生
時
の

対
応
に
関
す
る
研
究

令
和
1
年
4
月
〜
令
和
2
年
3
月

受
託
研
究

一
般
社
団
法
人
Jミ
ル

ク
研
究
分
担
者

代
表
：
清
水
池
義
治

　
（
北
海
道
大
学
農
学
部
）

6
大
浦
由
美

ブ
ド
ウ
ハ
ゼ
の
再
生
と
利
活
用
に
よ
る
地
域
産
業

複
合
体
形
成

令
和
1
年
度

地
域
活
性
化
推
進
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

和
歌
山
大
学

研
究
分
担
者

代
表
　
藤
田
和
史

　
（
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
）

7
大
浦
由
美

「
木
の
国
わ
か
や
ま
」
に
お
け
る
木
育
活
動
の
効

果
的
な
普
及
と
紀
州
材
活
用
促
進

大
学
等
地
域
貢
献
促
進
事
業

令
和
1
年
度

高
等
教
育
機
関
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
和
歌
山

研
究
代
表
者

研
究
分
担
者

　
高
橋
多
美
子
（
和
歌
山
大
学

教
育
学
部
）
、
花
岡
隆
行
（
和

歌
山
信
愛
女
子
短
期
大
学
）
、

野
村
真
弘
（
和
歌
山
信
愛
女
子

短
期
大
学
）
、
古
久
保
綾
子

（
和
歌
山
大
学
）
、
阪
田
由
美

子
（
和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大

学
）

8
湯
崎
真
梨
子

神
社
立
地
の
災
害
安
全
性
分
析
に
基
づ
く
先
人

の
防
災
認
識
の
可
視
化

令
和
1
年
度
〜
令
和
3
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
挑
戦
的
研
究

（
萌
芽
）

日
本
学
術
振
興
会

分
担

代
表
:中
島
敦
司

（
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学

部
）

9
湯
崎
真
梨
子

条
件
不
利
地
を
対
象
と
し
た
森
林
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
実
用
化
の
た
め
の
運
用
技
術
の
研
究
開

発

令
和
1
年
度
〜
令
和
3
年
度

基
盤
研
究
Ｃ

日
本
学
術
振
興
会

分
担

代
表
：
塚
田
晃
司

（
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学

部
）

1
4

分
担

者

分
担

者

14



４
-
（
３
）
寄
付
金
の
受
入

寄
付
金
額

寄
付
者

寄
付
金
の
名
称

目
的

受
入
月

1
3
0
0
,0

0
0

山
本
勝
之
助
商
店

地
域
活
性
化
総
合
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

和
歌
山
大
学
の
教
育
・
研
究
及
び
地
域
貢

献
の
た
め

平
成
3
1
年
4
月

2
5
0
0
,0

0
0

一
般
財
団
法
人
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
後
援
会

地
域
活
性
化
総
合
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

農
業
・
農
村
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
事

業
の
た
め

令
和
1
年
1
1
月

3
1
,0

0
0
,0

0
0

山
本
勝
之
助
商
店

地
域

活
性

化
総

合
セ

ン
タ

ー
寄

付
金

和
歌
山
大
学
の
教
育
・
研
究
及
び
地
域
貢

献
の
た
め

令
和
2
年
3
月

1
5

４
-
（
３
）
寄
付
金
の
受
入

寄
付
金
額

寄
付
者

寄
付
金
の
名
称

目
的

受
入
月

1
3
0
0
,0

0
0

山
本
勝
之
助
商
店

地
域
活
性
化
総
合
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

和
歌
山
大
学
の
教
育
・
研
究
及
び
地
域
貢

献
の
た
め

平
成
3
1
年
4
月

2
5
0
0
,0

0
0

一
般
財
団
法
人
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
後
援
会

地
域
活
性
化
総
合
セ
ン
タ
ー
寄
付
金

農
業
・
農
村
体
験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
事

業
の
た
め

令
和
1
年
1
1
月

3
1
,0

0
0
,0

0
0

山
本
勝
之
助
商
店

地
域

活
性

化
総

合
セ

ン
タ

ー
寄

付
金

和
歌
山
大
学
の
教
育
・
研
究
及
び
地
域
貢

献
の
た
め

令
和
2
年
3
月

1
5

令
和

1
年

1
1
月

受
入
年
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４
-
（
３
）　
特
許
の
出
願

発
明
者
氏
名

発
明
の
名
称

出
願
番
号

出
願
年
月
日

備
考

1
三

谷
　

隆
彦

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
の

安
定

化
方

法
、

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
含

有
組

成
物

、
及

び
そ

の
製

造
方

法
P
C

T
/
JP

2
0
1
9
/
0
3
4
8
7
8

令
和

1
年

8
月

2
3
日

 国
際

特
許

出
願

（
P
C

T
出

願
）

2
三

谷
　

隆
彦

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
の

安
定

化
方

法
、

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
含

有
組

成
物

、
及

び
そ

の
製

造
方

法
特

願
２

０
１

８
－

１
５

６
３

１
４

平
成

3
0
年

8
月

2
3
日

早
期

審
査

請
求

平
成

3
1
年

4
月

1
5
日

 早
期

審
査

に
よ

る
特

許
取

得
令

和
1
年

8
月

1
7
日

1
6

４
-
（
３
）　
特
許
の
出
願

発
明
者
氏
名

発
明
の
名
称

出
願
番
号

出
願
年
月
日

備
考

1
三

谷
　

隆
彦

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
の

安
定

化
方

法
、

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
含

有
組

成
物

、
及

び
そ

の
製

造
方

法
P
C

T
/
JP

2
0
1
9
/
0
3
4
8
7
8

令
和

1
年

8
月

2
3
日

 国
際

特
許

出
願

（
P
C

T
出

願
）

2
三

谷
　

隆
彦

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
の

安
定

化
方

法
、

サ
ン

シ
ョ
オ

ー
ル

類
含

有
組

成
物

、
及

び
そ

の
製

造
方

法
特

願
２

０
１

８
－

１
５

６
３

１
４

平
成

3
0
年

8
月

2
3
日

早
期

審
査

請
求

平
成

3
1
年

4
月

1
5
日

 早
期

審
査

に
よ

る
特

許
取

得
令

和
1
年

8
月

1
7
日

1
616



４
-
（
４
）
　
そ
の
他
（
雑
誌
論
説
、
研
究
報
告
書
・
研
究
資
料
、
新
聞
記
事
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
）

氏
名

分
類

題
目

機
関
名
・
巻
号
名

発
行
所
・
番
組
名
称
等

掲
載
日
等

備
考

1
湯

崎
真

梨
子

新
聞

記
事

ふ
る

さ
と

の
食

卓
連

載
記

事
　

1
1
0
回

〜
1
3
3
回

熊
野

新
聞

令
和

１
年

4
月

6
日

〜
令

和
2
年

3
月

1
4
日

現
在

2
湯

崎
真

梨
子

新
聞

記
事

こ
ん

な
ん

し
て

ま
す

。
わ

だ
い

と
ま

わ
り

連
載

記
事

　
1
7
9
回

〜
2
0
2
回

わ
か

や
ま

新
報

令
和

１
年

4
月

8
日

〜
令

和
2
年

3
月

3
日

現
在

3
岸

上
光

克
新

聞
JA

わ
か

や
ま

和
歌

山
大

で
寄

付
講

義
日

本
農

業
新

聞
平

成
3
1
年

4
月

1
3
日

4
岸

上
光

克
テ

レ
ビ

梅
干

し
と

ウ
ナ

ギ
の

食
べ

合
わ

せ
テ

レ
ビ

わ
か

や
ま

平
成

3
1
年

4
月

1
6
日

5
岸

上
光

克
新

聞
JA

わ
か

や
ま

若
手

職
員

ら
が

研
究

会
日

本
農

業
新

聞
平

成
3
1
年

4
月

2
0
日

6
戴

容
秦

思
雑

誌
連

載
食

卓
の

向
こ

う
側

き
し

わ
だ

所
報

　
連

載
コ

ラ
ム

N
o.

8
1
7
～

N
o.

8
2
2

岸
和

田
商

工
会

議
所

令
和

1
年

5
月

1
0
日

～
令

和
1
年

1
0
月

1
0
日

7
辻

和
良

機
関

紙
記

事
和

歌
山

県
内

の
直

売
所

の
動

向
と

今
後

の
課

題
全

国
農

産
物

直
売

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

だ
よ

り
第

2
3
号

全
国

農
産

物
直

売
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

令
和

1
年

7
月

1
日

8
湯

崎
真

梨
子

雑
誌

寄
稿

清
ら

か
に

香
り

高
き

ぶ
ど

う
山

椒
　

　
　

ー
紀

伊
の

国
の

山
村

か
ら

の
贈

り
も

の
V

IS
T

A
 N

o
.1

1
5

公
益

財
団

法
人

 味
の

素
食

の
文

化
セ

ン
タ

ー
令

和
1
年

8
月

1
日

9
戴

容
秦

思
雑

誌
寄

稿
最

近
の

消
費

者
に

よ
る

食
肉

の
潜

在
需

要
に

つ
い

て
畜

産
の

情
報

独
立

行
政

法
人

農
畜

産
業

振
興

機
構

令
和

1
年

1
0
月

号

1
0

岸
上

光
克

テ
レ

ビ
和

歌
山

（
市

）
の

牛
肉

年
間

購
入

量
　

日
本

一
の

な
ぞ

ぎ
ゅ

ぎ
ゅ

と
わ

か
や

ま
　

デ
ー

タ
ア

イ
N

H
K

わ
か

や
ま

令
和

1
年

1
0
月

3
日

1
1

岸
上

光
克

新
聞

廃
校

活
用

し
地

域
づ

く
り

紀
伊

民
報

令
和

1
年

1
0
月

8
日

1
2

岸
上

光
克

新
聞

現
代

の
食

と
農

探
る

日
本

農
業

新
聞

令
和

1
年

1
0
月

9
日

1
3

岸
上

光
克

新
聞

JA
わ

か
や

ま
職

員
が

大
学

講
師

に
日

本
農

業
新

聞
令

和
1
年

1
0
月

2
3
日

1
4

植
田

淳
子

原
見

知
子

新
聞

記
事

東
牟

婁
地

域
で

初
の

開
催

和
歌

山
大

学
が

現
地

研
究

会
紀

南
新

聞
令

和
1
年

1
1
月

2
7
日

1
5

植
田

淳
子

原
見

知
子

新
聞

記
事

「
人

こ
そ

が
地

域
を

創
る

」
和

歌
山

大
に

よ
る

現
地

研
究

会
熊

野
新

聞
令

和
1
年

1
1
月

2
7
日

1
6

岸
上

光
克

雑
誌

・
特

集
農

村
に

お
け

る
地

域
づ

く
り

の
最

前
線

－
田

辺
市

上
秋

津
地

域
の

新
た

な
挑

戦
－

地
域

経
済

 第
2
3
号

和
歌

山
地

域
経

済
研

究
機

構
令

和
1
年

1
2
月

号

1
7

岸
上

光
克

雑
誌

・
特

集
経

済
団

体
に

よ
る

地
方

創
生

の
可

能
性

－
「
共

創
」
の

地
域

づ
く

り
へ

－
地

域
づ

く
り

　
本

編
一

般
財

団
法

人
　

地
域

活
性

化
セ

ン
タ

ー
令

和
2
年

2
月

号

1
8

三
谷

隆
彦

テ
レ

ビ
ブ

ー
ム

到
来

・
山

椒
の

科
学

所
さ

ん
の

目
が

テ
ン

読
売

テ
レ

ビ
令

和
2
年

2
月

2
3
日

1
9

辻
和

良
新

聞
記

事
直

売
所

を
核

と
し

た
交

流
（
現

場
か

ら
の

農
村

学
教

室
）

日
本

農
業

新
聞

令
和

2
年

2
月

2
3
日

2
0

岸
上

光
克

報
告

書
高

齢
者

社
会

に
対

応
し

た
低

需
要

部
位

に
よ

る
商

品
開

発
－

栄
養

素
を

付
加

し
た

商
品

開
発

－
国

産
食

肉
等

の
新

需
要

創
出

へ
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
公

益
社

団
法

人
　

日
本

食
肉

消
費

総
合

セ
ン

タ
ー

令
和

2
年

3
月

2
1

戴
容

秦
思

報
告

書
日

本
食

鳥
協

会
に

よ
る

新
需

要
創

出
事

業
と

商
品

開
発

企
業

の
取

組
み

―
株

式
会

社
オ

ヤ
マ

の
事

例
―

国
産

食
肉

等
の

新
需

要
創

出
へ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

公
益

社
団

法
人

　
日

本
食

肉
消

費
総

合
セ

ン
タ

ー
令

和
2
年

3
月

3
1
日

 
1
7

４
-
（
４
）
　
そ
の
他
（
雑
誌
論
説
、
研
究
報
告
書
・
研
究
資
料
、
新
聞
記
事
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
）

氏
名

分
類

題
目

機
関
名
・
巻
号
名

発
行
所
・
番
組
名
称
等

掲
載
日
等

備
考

1
湯

崎
真

梨
子

新
聞

記
事

ふ
る

さ
と

の
食

卓
連

載
記

事
　

1
1
0
回

〜
1
3
3
回

熊
野

新
聞

令
和

１
年

4
月

6
日

〜
令

和
2
年

3
月

1
4
日

現
在

2
湯

崎
真

梨
子

新
聞

記
事

こ
ん

な
ん

し
て

ま
す

。
わ

だ
い

と
ま

わ
り

連
載

記
事

　
1
7
9
回

〜
2
0
2
回

わ
か

や
ま

新
報

令
和

１
年

4
月

8
日

〜
令

和
2
年

3
月

3
日

現
在

3
岸

上
光

克
新

聞
JA

わ
か

や
ま

和
歌

山
大

で
寄

付
講

義
日

本
農

業
新

聞
平

成
3
1
年

4
月

1
3
日

4
岸

上
光

克
テ

レ
ビ

梅
干

し
と

ウ
ナ

ギ
の

食
べ

合
わ

せ
テ

レ
ビ

わ
か

や
ま

平
成

3
1
年

4
月

1
6
日

5
岸

上
光

克
新

聞
JA

わ
か

や
ま

若
手

職
員

ら
が

研
究

会
日

本
農

業
新

聞
平

成
3
1
年

4
月

2
0
日

6
戴

容
秦

思
雑

誌
連

載
食

卓
の

向
こ

う
側

き
し

わ
だ

所
報

　
連

載
コ

ラ
ム

N
o.

8
1
7
～

N
o.

8
2
2

岸
和

田
商

工
会

議
所

令
和

1
年

5
月

1
0
日

～
令

和
1
年

1
0
月

1
0
日

7
辻

和
良

機
関

紙
記

事
和

歌
山

県
内

の
直

売
所

の
動

向
と

今
後

の
課

題
全

国
農

産
物

直
売

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

だ
よ

り
第

2
3
号

全
国

農
産

物
直

売
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

令
和

1
年

7
月

1
日

8
湯

崎
真

梨
子

雑
誌

寄
稿

清
ら

か
に

香
り

高
き

ぶ
ど

う
山

椒
　

　
　

ー
紀

伊
の

国
の

山
村

か
ら

の
贈

り
も

の
V

IS
T

A
 N

o
.1

1
5

公
益

財
団

法
人

 味
の

素
食

の
文

化
セ

ン
タ

ー
令

和
1
年

8
月

1
日

9
戴

容
秦

思
雑

誌
寄

稿
最

近
の

消
費

者
に

よ
る

食
肉

の
潜

在
需

要
に

つ
い

て
畜

産
の

情
報

独
立

行
政

法
人

農
畜

産
業

振
興

機
構

令
和

1
年

1
0
月

号

1
0

岸
上

光
克

テ
レ

ビ
和

歌
山

（
市

）
の

牛
肉

年
間

購
入

量
　

日
本

一
の

な
ぞ

ぎ
ゅ

ぎ
ゅ

と
わ

か
や

ま
　

デ
ー

タ
ア

イ
N

H
K

わ
か

や
ま

令
和

1
年

1
0
月

3
日

1
1

岸
上

光
克

新
聞

廃
校

活
用

し
地

域
づ

く
り

紀
伊

民
報

令
和

1
年

1
0
月

8
日

1
2

岸
上

光
克

新
聞

現
代

の
食

と
農

探
る

日
本

農
業

新
聞

令
和

1
年

1
0
月

9
日

1
3

岸
上

光
克

新
聞

JA
わ

か
や

ま
職

員
が

大
学

講
師

に
日

本
農

業
新

聞
令

和
1
年

1
0
月

2
3
日

1
4

植
田

淳
子

原
見

知
子

新
聞

記
事

東
牟

婁
地

域
で

初
の

開
催

和
歌

山
大

学
が

現
地

研
究

会
紀

南
新

聞
令

和
1
年

1
1
月

2
7
日

1
5

植
田

淳
子

原
見

知
子

新
聞
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５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

○
運
営
委
員
会 開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

6
月

2
0
日

和
歌

山
大

学
 西

3
号

館
　

第
3
会

議
室

1
）
平

成
3
0
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

２
）
令

和
１

年
度

食
農

総
合

研
究

所
事

業
計

画
に

つ
い

て
3
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
4
）
そ

の
他

2
令

和
2
年

3
月

5
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室
１

)令
和

1
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

2
)令

和
2
年

度
以

降
の

食
農

総
合

研
究

所
に

つ
い

て
３

）
そ

の
他

○
食
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ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
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7
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和
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大
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1
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会
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室

１
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ア

ド
バ

イ
ザ

リ
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ド
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メ
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バ
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嘱
２

）
平
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3
0
年

度
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

３
）
令

和
１

年
度

研
究
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事

業
計

画
画

に
つ

い
て
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）
意

見
交

換
５

）
そ

の
他

 
1
8

1
）
2
）
3
）
4
）

1
）
2
）
3
）
4
）
5
）

1
）
2
）
3
）

５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

○
運
営
委
員
会 開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

6
月

2
0
日

和
歌

山
大

学
 西

3
号

館
　

第
3
会

議
室

1
）
平

成
3
0
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

２
）
令

和
１

年
度

食
農

総
合

研
究

所
事

業
計

画
に

つ
い

て
3
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
4
）
そ

の
他

2
令

和
2
年

3
月

5
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室
１

)令
和

1
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

2
)令

和
2
年

度
以

降
の

食
農

総
合

研
究

所
に

つ
い

て
３

）
そ

の
他

○
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

7
月

3
1
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室

１
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
・
メ

ン
バ

ー
委

嘱
２

）
平

成
3
0
年

度
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

３
）
令

和
１

年
度

研
究

所
事

業
計

画
画

に
つ

い
て

４
）
意

見
交

換
５

）
そ

の
他

 
1
8

５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

○
運
営
委
員
会 開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

6
月

2
0
日

和
歌

山
大

学
 西

3
号

館
　

第
3
会

議
室

1
）
平

成
3
0
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

２
）
令

和
１

年
度

食
農

総
合

研
究

所
事

業
計

画
に

つ
い

て
3
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
4
）
そ

の
他

2
令

和
2
年

3
月

5
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室
１

)令
和

1
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

2
)令

和
2
年

度
以

降
の

食
農

総
合

研
究

所
に

つ
い

て
３

）
そ

の
他

○
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

7
月

3
1
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室

１
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
・
メ

ン
バ

ー
委

嘱
２

）
平

成
3
0
年

度
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

３
）
令

和
１

年
度

研
究

所
事

業
計

画
画

に
つ

い
て

４
）
意

見
交

換
５

）
そ

の
他

 
1
8

５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

○
運
営
委
員
会 開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

6
月

2
0
日

和
歌

山
大

学
 西

3
号

館
　

第
3
会

議
室

1
）
平

成
3
0
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

２
）
令

和
１

年
度

食
農

総
合

研
究

所
事

業
計

画
に

つ
い

て
3
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
4
）
そ

の
他

2
令

和
2
年

3
月

5
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室
１

)令
和

1
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

2
)令

和
2
年

度
以

降
の

食
農

総
合

研
究

所
に

つ
い

て
３

）
そ

の
他

○
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

7
月

3
1
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室

１
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
・
メ

ン
バ

ー
委

嘱
２

）
平

成
3
0
年

度
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

３
）
令

和
１

年
度

研
究

所
事

業
計

画
画

に
つ

い
て

４
）
意

見
交

換
５

）
そ

の
他

 
1
8

５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

○
運
営
委
員
会 開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

6
月

2
0
日

和
歌

山
大

学
 西

3
号

館
　

第
3
会

議
室

1
）
平

成
3
0
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

２
）
令

和
１

年
度

食
農

総
合

研
究

所
事

業
計

画
に

つ
い

て
3
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
4
）
そ

の
他

2
令

和
2
年

3
月

5
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室
１

)令
和

1
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

2
)令

和
2
年

度
以

降
の

食
農

総
合

研
究

所
に

つ
い

て
３

）
そ

の
他

○
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

7
月

3
1
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室

１
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
・
メ

ン
バ

ー
委

嘱
２

）
平

成
3
0
年

度
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

３
）
令

和
１

年
度

研
究

所
事

業
計

画
画

に
つ

い
て

４
）
意

見
交

換
５

）
そ

の
他

 
1
8

５
．
研
究
所
活
動

（
１
）
　
運
営
委
員
会
　
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

○
運
営
委
員
会 開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

6
月

2
0
日

和
歌

山
大

学
 西

3
号

館
　

第
3
会

議
室

1
）
平

成
3
0
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

２
）
令

和
１

年
度

食
農

総
合

研
究

所
事

業
計

画
に

つ
い

て
3
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
に

つ
い

て
4
）
そ

の
他

2
令

和
2
年

3
月

5
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室
１

)令
和

1
年

度
食

農
総

合
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

2
)令

和
2
年

度
以

降
の

食
農

総
合

研
究

所
に

つ
い

て
３

）
そ

の
他

○
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
令

和
1
年

7
月

3
1
日

和
歌

山
大

学
 南

1
号

館
　

共
通

会
議

室

１
）
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

ボ
ー

ド
・
メ

ン
バ

ー
委

嘱
２

）
平

成
3
0
年

度
研

究
所

事
業

報
告

に
つ

い
て

３
）
令

和
１

年
度

研
究

所
事

業
計

画
画

に
つ

い
て

４
）
意

見
交

換
５

）
そ

の
他

 
1
8

18



５
．
研
究
所
活
動

(2
)　
所
内
会
議 開
催
日

開
催
内
容

備
考

1
平
成
3
1
年
4
月
1
日

食
農
総
合
研
究
所
の
新
た
な
体
制
に
お
け
る
報
告
と
自
己
紹
介
、
今
後
の
活
動
予
定
、
今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
な
ど

2
平
成
3
1
年
4
月
8
日

食
農
総
合
研
究
所
の
事
業
計
画
、
体
制
、
各
種
会
議
に
つ
い
て
な
ど

3
平
成
3
1
年
4
月
2
2
日

食
農
総
合
研
究
所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
修
正
、
寄
付
講
義
、
運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
推
進
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
な
ど

4
令
和
1
年
5
月
1
3
日

食
農
総
合
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
寄
付
講
義
に
つ
い
て
な
ど

5
令
和
1
年
5
月
2
7
日

運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
入
に
つ
い
て
な
ど

6
令
和
1
年
6
月
1
0
日

運
営
委
員
会
の
開
催
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
共
通
会
議
の
開
催
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
な
ど

7
令
和
1
年
6
月
2
4
日

食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
都
市
農
村
共
生
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
、
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
3
年
間
の
と
り
ま

と
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
な
ど

8
令
和
1
年
7
月
8
日

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
参
加
教
員
の
公
募
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
活
動
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
、
農
業
・
農
村
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
各
教
員
、
オ
フ
ィ
ス
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
な
ど

9
令
和
1
年
7
月
2
2
日

食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
け
入
れ
促
進
に
つ
い

て
な
ど

10
令
和
1
年
8
月
5
日

食
農
総
合
研
究
所
後
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
、
都
市
農
村
共
生
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
、
江
頭
財
団
寄
付
講
義
に
つ

い
て
な
ど

11
令
和
1
年
8
月
2
6
日

都
市
農
村
共
生
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
け
入
れ
促
進
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
、
江
頭
財
団
寄
付
講
義
に
つ
い
て
な
ど

12
令
和
1
年
9
月
1
7
日

IC
T
現
地
実
証
実
験
の
開
催
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
各
教
員
、
オ
フ
ィ
ス
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
な
ど

13
令
和
1
年
1
0
月
7
日

食
農
総
合
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
け
入
れ
促
進
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
の
開
催
に
つ
い
て
な
ど

14
令
和
1
年
1
0
月
2
1
日

食
農
総
合
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
寄
付
講
義
「
地
域
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
」
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
な
ど

15
令
和
1
年
1
1
月
5
日

令
和
2
年
3
月
に
運
営
委
員
会
の
開
催
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
共
通
会
議
の
開
催
、
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同

研
究
・
受
託
研
究
の
状
況
報
告
、
年
報
に
つ
い
て

16
令
和
1
年
1
2
月
2
日

公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
報
告
、
寄
付
講
義
の
状
況
報
告
、
和
歌
山
農
業
展
開
史
の
状
況
報
告
な
ど

17
令
和
1
年
1
2
月
1
6
日

研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
報
告
、
寄
付
講
義
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
拡
充
、
研
究
所
年
報
に
つ
い
て
な
ど

 1
9

５
．
研
究
所
活
動

(2
)　
所
内
会
議 開
催
日

開
催
内
容

備
考

1
平
成
3
1
年
4
月
1
日

食
農
総
合
研
究
所
の
新
た
な
体
制
に
お
け
る
報
告
と
自
己
紹
介
、
今
後
の
活
動
予
定
、
今
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
な
ど

2
平
成
3
1
年
4
月
8
日

食
農
総
合
研
究
所
の
事
業
計
画
、
体
制
、
各
種
会
議
に
つ
い
て
な
ど

3
平
成
3
1
年
4
月
2
2
日

食
農
総
合
研
究
所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
修
正
、
寄
付
講
義
、
運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
推
進
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
に
つ
い
て
な
ど

4
令
和
1
年
5
月
1
3
日

食
農
総
合
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
寄
付
講
義
に
つ
い
て
な
ど

5
令
和
1
年
5
月
2
7
日

運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
入
に
つ
い
て
な
ど

6
令
和
1
年
6
月
1
0
日

運
営
委
員
会
の
開
催
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
共
通
会
議
の
開
催
、
公
開
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
な
ど

7
令
和
1
年
6
月
2
4
日

食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
都
市
農
村
共
生
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
、
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
3
年
間
の
と
り
ま

と
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
な
ど

8
令
和
1
年
7
月
8
日

研
究
ユ
ニ
ッ
ト
参
加
教
員
の
公
募
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
活
動
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
、
農
業
・
農
村
版
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
各
教
員
、
オ
フ
ィ
ス
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
な
ど

9
令
和
1
年
7
月
2
2
日

食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
け
入
れ
促
進
に
つ
い

て
な
ど

10
令
和
1
年
8
月
5
日

食
農
総
合
研
究
所
後
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
、
都
市
農
村
共
生
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
、
江
頭
財
団
寄
付
講
義
に
つ

い
て
な
ど

11
令
和
1
年
8
月
2
6
日

都
市
農
村
共
生
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
け
入
れ
促
進
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
、
江
頭
財
団
寄
付
講
義
に
つ
い
て
な
ど

12
令
和
1
年
9
月
1
7
日

IC
T
現
地
実
証
実
験
の
開
催
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
各
教
員
、
オ
フ
ィ
ス
の
取
組
状
況
に
つ
い
て
な
ど

13
令
和
1
年
1
0
月
7
日

食
農
総
合
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
の
受
け
入
れ
促
進
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
の
開
催
に
つ
い
て
な
ど

14
令
和
1
年
1
0
月
2
1
日

食
農
総
合
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
寄
付
講
義
「
地
域
づ
く
り
の
理
論
と
実
践
」
、
JA
わ
か
や
ま
寄
付
講
義
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
に
つ
い
て
な
ど

15
令
和
1
年
1
1
月
5
日

令
和
2
年
3
月
に
運
営
委
員
会
の
開
催
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
共
通
会
議
の
開
催
、
研
究
所
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同

研
究
・
受
託
研
究
の
状
況
報
告
、
年
報
に
つ
い
て

16
令
和
1
年
1
2
月
2
日

公
開
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
報
告
、
寄
付
講
義
の
状
況
報
告
、
和
歌
山
農
業
展
開
史
の
状
況
報
告
な
ど

17
令
和
1
年
1
2
月
1
6
日

研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
報
告
、
寄
付
講
義
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
の
拡
充
、
研
究
所
年
報
に
つ
い
て
な
ど
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５
．
研
究
所
活
動

(2
)　
所
内
会
議 開
催
日

開
催
内
容

備
考

18
令
和
2
年
1
月
6
日

今
年
度
予
算
執
行
状
況
、
論
文
投
稿
、
年
度
内
の
会
議
予
定
に
つ
い
て
な
ど

19
令
和
2
年
1
月
2
7
日

運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
共
同
研
究
・
受
託
研
究
、
寄
付
講
義
、
研
究
所
年
報
に
つ

い
て
な
ど

20
令
和
2
年
2
月
3
日

運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充
、
農
業
・
農
村
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
に
つ
い
て
な
ど

21
令
和
2
年
2
月
1
7
日

運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
、
食
農
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
、
研
究
所
公
開
セ
ミ
ナ
ー
と
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
共
同
研

究
・
受
託
研
究
に
つ
い
て
な
ど

22
令
和
2
年
3
月
2
日

運
営
委
員
会
、
地
方
創
生
・
食
農
協
議
会
、
共
同
研
究
、
受
託
研
究
の
進
捗
状
況
、
研
究
年
報
、
研
究
成
果
報
告
に
つ
い
て
な
ど

23
令
和
2
年
3
月
1
6
日

令
和
1
年
度
事
業
結
果
、
令
和
２
年
度
活
動
内
容
に
つ
い
て
な
ど

20

20



５
．
研
究
所
活
動

(３
)　
研
究
所
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

会
議
名

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
1
年
6
月
9
日

和
歌
山
大
学
　
北
4
号
館

産
学
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
　
多
目
的
研
究
室

１
）
令
和
1
年
度
食
農
総
合
研
究
所
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

2
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

2
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
7
月
2
1
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

3
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
0
月
1
3
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
和
歌
山
県
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
方
針
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

4
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
1
月
1
7
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
園
地
セ
ン
サ
ー
の
概
要
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

5
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

令
和
2
年
1
月
2
0
日

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト

ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

近
畿
大
学
水
産
研
究
所

1
）
各
組
織
に
お
け
る
IC
T
の
取
り
組
み
概
要
に
つ
い
て

2
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

6
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
2
年
3
月
4
日

和
歌
山
大
学
　
南
1
号
館

共
通
会
議
室

１
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

２
）
令
和
2
年
度
以
降
の
食
農
総
合
研
究
所
に
つ
い
て

３
）
そ
の
他

2
1

５
．
研
究
所
活
動

(３
)　
研
究
所
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

会
議
名

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
1
年
6
月
9
日

和
歌
山
大
学
　
北
4
号
館

産
学
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
　
多
目
的
研
究
室

１
）
令
和
1
年
度
食
農
総
合
研
究
所
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

2
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

2
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
7
月
2
1
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

3
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
0
月
1
3
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
和
歌
山
県
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
方
針
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

4
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
1
月
1
7
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
園
地
セ
ン
サ
ー
の
概
要
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

5
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

令
和
2
年
1
月
2
0
日

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト

ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

近
畿
大
学
水
産
研
究
所

1
）
各
組
織
に
お
け
る
IC
T
の
取
り
組
み
概
要
に
つ
い
て

2
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

6
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
2
年
3
月
4
日

和
歌
山
大
学
　
南
1
号
館

共
通
会
議
室

１
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

２
）
令
和
2
年
度
以
降
の
食
農
総
合
研
究
所
に
つ
い
て

３
）
そ
の
他

2
1

1
）
2
）
3
）

1
）
2
）
3
）

1
）
2
）
3
）

５
．
研
究
所
活
動

(３
)　
研
究
所
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

会
議
名

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
1
年
6
月
9
日

和
歌
山
大
学
　
北
4
号
館

産
学
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
　
多
目
的
研
究
室

１
）
令
和
1
年
度
食
農
総
合
研
究
所
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

2
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

2
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
7
月
2
1
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

3
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
0
月
1
3
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
和
歌
山
県
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
方
針
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

4
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
1
月
1
7
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
園
地
セ
ン
サ
ー
の
概
要
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

5
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

令
和
2
年
1
月
2
0
日

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト

ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

近
畿
大
学
水
産
研
究
所

1
）
各
組
織
に
お
け
る
IC
T
の
取
り
組
み
概
要
に
つ
い
て

2
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

6
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
2
年
3
月
4
日

和
歌
山
大
学
　
南
1
号
館

共
通
会
議
室

１
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

２
）
令
和
2
年
度
以
降
の
食
農
総
合
研
究
所
に
つ
い
て

３
）
そ
の
他

2
1

５
．
研
究
所
活
動

(３
)　
研
究
所
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

会
議
名

開
催
日

場
所

開
催
内
容

備
考

1
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
1
年
6
月
9
日

和
歌
山
大
学
　
北
4
号
館

産
学
連
携
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
　
多
目
的
研
究
室

１
）
令
和
1
年
度
食
農
総
合
研
究
所
事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

2
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

2
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
7
月
2
1
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
農
業
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

3
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
0
月
1
3
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
和
歌
山
県
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
方
針
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

4
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
会
議

令
和
1
年
1
1
月
1
7
日

秋
津
野
ガ
ル
テ
ン

1
）
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て

2
）
園
地
セ
ン
サ
ー
の
概
要
に
つ
い
て

3
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

5
IC
T
活
用
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

令
和
2
年
1
月
2
0
日

南
紀
白
浜
エ
ア
ポ
ー
ト

ク
オ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

近
畿
大
学
水
産
研
究
所

1
）
各
組
織
に
お
け
る
IC
T
の
取
り
組
み
概
要
に
つ
い
て

2
）
そ
の
他
（
意
見
交
換
・
意
見
聴
取
）

6
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
全
体
会
議

令
和
2
年
3
月
4
日

和
歌
山
大
学
　
南
1
号
館

共
通
会
議
室

１
）
各
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
の
本
年
度
の
取
組
に
つ
い
て

２
）
令
和
2
年
度
以
降
の
食
農
総
合
研
究
所
に
つ
い
て

３
）
そ
の
他

2
1

1
0
日

20 21



５
．
研
究
所
活
動

（
５
）
　
研
究
所
成
果
報
告
・
研
究
年
報
・
研
究
所
た
よ
り
な
ど

種
類

発
行
日

内
容

備
考

1
研
究
成
果
第
1
1
号

令
和
2
年
2
月

交
流
・
体
験
型
農
産
物
直
売
所
の
現
状
と
課
題

－
全
国
JA
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
現
地
調
査
結
果
を
も
と
に
－

2
研
究
成
果
第
1
2
号

令
和
2
年
2
月

一
般
社
団
法
人
南
紀
州
交
流
公
社
の
都
市
農
村
交
流
の
取
り
組
み
と
課
題

（
2
0
1
9
年
度
都
市
農
村
共
生
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
記
録
）

3
研
究
成
果
第
1
3
号

令
和
2
年
2
月

地
方
創
生
時
代
の
農
産
物
直
売
所
に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
新
た
な
運
営
方
式

－
交
流
・
体
験
型
直
売
所
の
展
開
を
中
心
に
－

（
2
0
1
9
年
度
和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所
現
地
研
究
会
記
録
）

4
研
究
成
果
第
1
4
号

令
和
2
年
3
月

和
歌
山
県
農
業
展
開
史
Ⅱ

5
令
和
1
年
度
研
究
年
報

令
和
2
年
3
月

食
農
総
合
研
究
所
研
究
年
報

 
2
3

５
．
研
究
所
活
動

(４
)　
教
育
活
動
へ
の
寄
与

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

備
考

1
農

業
経

営
特

論
(辻

和
良

)

今
日

の
農

業
経

営
者

は
経

営
を

取
り

巻
く

環
境

に
対

し
て

積
極

的
に

対
応

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
農

業
経

営
特

論
で

は
、

経
営

者
が

外
部

の
環

境
と

対
応

す
る

際
に

必
要

な
市

場
の

仕
組

み
や

地
域

農
業

、
経

営
の

多
角

化
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
等

の
基

礎
知

識
の

習
得

を
目

指
す

。
1
7
人

和
歌

山
県

農
林

大
学

校

2
わ

か
や

ま
観

光
事

情
（
辻

和
良

・
観

光
学

部
の

講
義

を
担

当
）

「
有

田
ミ
カ

ン
の

産
地

展
開

と
今

日
」
に

つ
い

て
講

義
7
0
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

木
曜

1
限

令
和

1
年

1
2
月

5
日

3
食

と
農

の
こ

れ
か

ら
を

考
え

る
寄

付
講

義
2
5
0
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

火
曜

5
限

4
地

域
づ

く
り

の
理

論
と

実
践

寄
付

講
義

3
0
人

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン
通

年
 全

5
回

3
食

料
経

済
（
岸

上
光

克
・
経

済
学

部
の

講
義

を
担

当
）

食
料

を
め

ぐ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
経

済
学

的
側

面
か

ら
講

述
す

る
。

食
料

政
策

の
展

開
、

食
農

ビ
ジ

ネ
ス

の
現

状
、

食
料

消
費

・
食

生
活

・
食

環
境

の
変

化
と

そ
の

要
因

、
食

料
の

生
産

・
流

通
な

ど
に

つ
い

て
講

述
し

、
こ

ん
に

ち
の

食
料

政
策

の
特

徴
と

問
題

点
・
課

題
を

検
証

し
な

が
ら

、
日

本
の

食
料

需
給

・
食

生
活

を
め

ぐ
る

展
望

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

9
0
人

和
歌

山
大

学
前

期
　

火
曜

1
限

4
農

業
政

策
（
岸

上
光

克
・
経

済
学

部
の

講
義

を
担

当
）

日
本

の
食

料
自

給
率

は
先

進
国

の
な

か
で

最
低

の
水

準
と

な
っ

て
い

る
。

現
在

、
安

全
・
安

心
で

安
定

的
に

食
料

を
供

給
す

る
た

め
の

農
業

・
農

村
政

策
の

展
開

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
わ

が
国

の
農

業
・
農

村
政

策
の

展
開

過
程

過
程

を
講

述
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
政

策
展

開
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

2
7
6
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

火
曜

1
限

6
農

山
村

再
生

戦
略

（
岸

上
光

克
）

農
山

村
は

、
危

機
的

状
況

に
あ

る
が

、
地

域
の

農
林

業
を

基
軸

と
し

た
「
内

発
的

発
展

」
、

「
地

域
づ

く
り

」
に

よ
り

、
地

域
活

性
化

を
図

る
動

き
も

あ
る

。
本

講
義

で
は

、
農

山
村

の
実

態
を

概
説

し
、

多
様

な
全

国
事

例
か

ら
地

域
再

生
の

手
が

か
り

を
考

え
る

。
8
人

和
歌

山
県

農
林

大
学

校

7

地
域

ブ
ラ

ン
ド

論
（
戴

容
秦

思
・
藤

田
和

史
岸

和
田

サ
テ

ラ
イ

ト
学

部
開

放
科

目
（
後

期
）
）

本
科

目
の

ね
ら

い
は

、
地

域
ブ

ラ
ン

ド
と

地
域

経
済

に
つ

い
て

学
び

、
そ

の
関

わ
り

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

域
活

性
化

の
名

の
下

に
、

多
く

の
地

域
が

地
場

産
業

・
産

品
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

そ
れ

ら
の

事
例

の
中

で
、

優
良

な
地

域
ブ

ラ
ン

ド
と

そ
の

手
法

や
戦

略
管

理
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
な

が
ら

学
ぶ

。
ま

た
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
通

し
て

現
場

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

計
1
5
名

（
学

生
4
名

社
会

人
1
1
名

）

和
歌

山
大

学
土

曜
1
3
～

1
7
時

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
対

応
授

業

8
観

光
と

食
料

農
業

（
植

田
淳

子
・
観

光
学

部
の

講
義

を
担

当
）

近
年

、
農

業
・
農

村
に

は
様

々
な

役
割

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
地

域
の

特
色

を
活

か
し

な
が

ら
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
多

く
、

そ
の

担
い

手
と

し
て

若
者

や
高

齢
者

、
女

性
等

が
注

目
さ

れ
て

い
る

。
本

講
義

で
は

「
食

」
や

「
農

」
を

取
り

巻
く

社
会

的
な

動
き

を
把

握
す

る
と

共
に

、
地

域
で

活
動

す
る

団
体

や
人

に
焦

点
を

当
て

概
説

し
、

農
業

や
農

村
の

現
状

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。

4
3
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

火
曜

5
限

9

食
農

地
域

づ
く

り
特

論
(大

浦
由

美
，

藤
田

武
弘

，
岸

上
光

克
，

辻
和

良
，

杦
本

敏
男

，
植

田
淳

子
，

戴
容

秦
思

，
平

田
隆

行
）

現
代

の
「
食

」
と

「
農

」
の

関
係

性
を

問
い

直
す

た
め

の
視

座
を

与
え

る
と

と
も

に
，

食
料

・
農

業
問

題
や

農
業

経
営

，
地

域
づ

く
り

を
め

ぐ
る

現
状

と
課

題
，

お
よ

び
「
田

園
回

帰
」
時

代
の

都
市

と
農

村
と

の
新

た
な

関
係

を
踏

ま
え

た
地

域
資

源
勝

つ
よ

う
な

農
村

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

学
び

，
持

続
可

能
な

地
域

社
会

づ
く

り
の

方
向

性
に

つ
い

て
展

望
す

る
。

5
人

和
歌

山
大

学
前

期
土

曜
1
3
〜

1
7
時

南
紀

熊
野

サ
テ

ラ
イ

ト
開

講
科

目
前

期
・
大

学
院

2
2

５
．
研
究
所
活
動

(４
)　
教
育
活
動
へ
の
寄
与

講
義
名

講
義
内
容

受
講
者

備
考

1
農

業
経

営
特

論
(辻

和
良

)

今
日

の
農

業
経

営
者

は
経

営
を

取
り

巻
く

環
境

に
対

し
て

積
極

的
に

対
応

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
農

業
経

営
特

論
で

は
、

経
営

者
が

外
部

の
環

境
と

対
応

す
る

際
に

必
要

な
市

場
の

仕
組

み
や

地
域

農
業

、
経

営
の

多
角

化
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
等

の
基

礎
知

識
の

習
得

を
目

指
す

。
1
7
人

和
歌

山
県

農
林

大
学

校

2
わ

か
や

ま
観

光
事

情
（
辻

和
良

・
観

光
学

部
の

講
義

を
担

当
）

「
有

田
ミ
カ

ン
の

産
地

展
開

と
今

日
」
に

つ
い

て
講

義
7
0
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

木
曜

1
限

令
和

1
年

1
2
月

5
日

3
食

と
農

の
こ

れ
か

ら
を

考
え

る
寄

付
講

義
2
5
0
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

火
曜

5
限

4
地

域
づ

く
り

の
理

論
と

実
践

寄
付

講
義

3
0
人

秋
津

野
ガ

ル
テ

ン
通

年
 全

5
回

3
食

料
経

済
（
岸

上
光

克
・
経

済
学

部
の

講
義

を
担

当
）

食
料

を
め

ぐ
る

諸
問

題
に

つ
い

て
経

済
学

的
側

面
か

ら
講

述
す

る
。

食
料

政
策

の
展

開
、

食
農

ビ
ジ

ネ
ス

の
現

状
、

食
料

消
費

・
食

生
活

・
食

環
境

の
変

化
と

そ
の

要
因

、
食

料
の

生
産

・
流

通
な

ど
に

つ
い

て
講

述
し

、
こ

ん
に

ち
の

食
料

政
策

の
特

徴
と

問
題

点
・
課

題
を

検
証

し
な

が
ら

、
日

本
の

食
料

需
給

・
食

生
活

を
め

ぐ
る

展
望

に
つ

い
て

考
察

す
る

。

9
0
人

和
歌

山
大

学
前

期
　

火
曜

1
限

4
農

業
政

策
（
岸

上
光

克
・
経

済
学

部
の

講
義

を
担

当
）

日
本

の
食

料
自

給
率

は
先

進
国

の
な

か
で

最
低

の
水

準
と

な
っ

て
い

る
。

現
在

、
安

全
・
安

心
で

安
定

的
に

食
料

を
供

給
す

る
た

め
の

農
業

・
農

村
政

策
の

展
開

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
わ

が
国

の
農

業
・
農

村
政

策
の

展
開

過
程

過
程

を
講

述
す

る
と

と
も

に
、

今
後

の
政

策
展

開
の

あ
り

方
に

つ
い

て
考

察
す

る
。

2
7
6
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

火
曜

1
限

6
農

山
村

再
生

戦
略

（
岸

上
光

克
）

農
山

村
は

、
危

機
的

状
況

に
あ

る
が

、
地

域
の

農
林

業
を

基
軸

と
し

た
「
内

発
的

発
展

」
、

「
地

域
づ

く
り

」
に

よ
り

、
地

域
活

性
化

を
図

る
動

き
も

あ
る

。
本

講
義

で
は

、
農

山
村

の
実

態
を

概
説

し
、

多
様

な
全

国
事

例
か

ら
地

域
再

生
の

手
が

か
り

を
考

え
る

。
8
人

和
歌

山
県

農
林

大
学

校

7

地
域

ブ
ラ

ン
ド

論
（
戴

容
秦

思
・
藤

田
和

史
岸

和
田

サ
テ

ラ
イ

ト
学

部
開

放
科

目
（
後

期
）
）

本
科

目
の

ね
ら

い
は

、
地

域
ブ

ラ
ン

ド
と

地
域

経
済

に
つ

い
て

学
び

、
そ

の
関

わ
り

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

域
活

性
化

の
名

の
下

に
、

多
く

の
地

域
が

地
場

産
業

・
産

品
の

ブ
ラ

ン
ド

化
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

そ
れ

ら
の

事
例

の
中

で
、

優
良

な
地

域
ブ

ラ
ン

ド
と

そ
の

手
法

や
戦

略
管

理
に

つ
い

て
、

具
体

的
な

事
例

を
取

り
入

れ
な

が
ら

学
ぶ

。
ま

た
、

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
通

し
て

現
場

へ
の

理
解

を
深

め
る

。

計
1
5
名

（
学

生
4
名

社
会

人
1
1
名

）

和
歌

山
大

学
土

曜
1
3
～

1
7
時

リ
カ

レ
ン

ト
教

育
対

応
授

業

8
観

光
と

食
料

農
業

（
植

田
淳

子
・
観

光
学

部
の

講
義

を
担

当
）

近
年

、
農

業
・
農

村
に

は
様

々
な

役
割

が
求

め
ら

れ
て

お
り

、
地

域
の

特
色

を
活

か
し

な
が

ら
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

る
と

こ
ろ

も
多

く
、

そ
の

担
い

手
と

し
て

若
者

や
高

齢
者

、
女

性
等

が
注

目
さ

れ
て

い
る

。
本

講
義

で
は

「
食

」
や

「
農

」
を

取
り

巻
く

社
会

的
な

動
き

を
把

握
す

る
と

共
に

、
地

域
で

活
動

す
る

団
体

や
人

に
焦

点
を

当
て

概
説

し
、

農
業

や
農

村
の

現
状

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
る

。

4
3
人

和
歌

山
大

学
後

期
　

火
曜

5
限

9

食
農

地
域

づ
く

り
特

論
(大

浦
由

美
，

藤
田

武
弘

，
岸

上
光

克
，

辻
和

良
，

杦
本

敏
男

，
植

田
淳

子
，

戴
容

秦
思

，
平

田
隆

行
）

現
代

の
「
食

」
と

「
農

」
の

関
係

性
を

問
い

直
す

た
め

の
視

座
を

与
え

る
と

と
も

に
，

食
料

・
農

業
問

題
や

農
業

経
営

，
地

域
づ

く
り

を
め

ぐ
る

現
状

と
課

題
，

お
よ

び
「
田

園
回

帰
」
時

代
の

都
市

と
農

村
と

の
新

た
な

関
係

を
踏

ま
え

た
地

域
資

源
勝

つ
よ

う
な

農
村

ビ
ジ

ネ
ス

に
つ

い
て

学
び

，
持

続
可

能
な

地
域

社
会

づ
く

り
の

方
向

性
に

つ
い

て
展

望
す

る
。

5
人

和
歌

山
大

学
前

期
土

曜
1
3
〜

1
7
時

南
紀

熊
野

サ
テ

ラ
イ

ト
開

講
科

目
前

期
・
大

学
院

2
2

5 6 7 8 9

1
0
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５
．
研
究
所
活
動

（
５
）
　
研
究
所
成
果
報
告
・
研
究
年
報
・
研
究
所
た
よ
り
な
ど

種
類

発
行
日

内
容

備
考

1
研
究
成
果
第
1
1
号

令
和
2
年
2
月

交
流
・
体
験
型
農
産
物
直
売
所
の
現
状
と
課
題

－
全
国
JA
ア
ン
ケ
ー
ト
お
よ
び
現
地
調
査
結
果
を
も
と
に
－

2
研
究
成
果
第
1
2
号

令
和
2
年
2
月

一
般
社
団
法
人
南
紀
州
交
流
公
社
の
都
市
農
村
交
流
の
取
り
組
み
と
課
題

（
2
0
1
9
年
度
都
市
農
村
共
生
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
現
地
交
流
会
記
録
）

3
研
究
成
果
第
1
3
号

令
和
2
年
2
月

地
方
創
生
時
代
の
農
産
物
直
売
所
に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
新
た
な
運
営
方
式

－
交
流
・
体
験
型
直
売
所
の
展
開
を
中
心
に
－

（
2
0
1
9
年
度
和
歌
山
大
学
食
農
総
合
研
究
所
現
地
研
究
会
記
録
）

4
研
究
成
果
第
1
4
号

令
和
2
年
3
月

和
歌
山
県
農
業
展
開
史
Ⅱ

5
令
和
1
年
度
研
究
年
報

令
和
2
年
3
月

食
農
総
合
研
究
所
研
究
年
報
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史
Ⅱ
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令
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食
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史
Ⅱ
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1 

食農総合研究所設置要項 

 

平成２８年３月２９日学長決裁 

平成２９年３月３０日一部改正 

 

（趣旨） 

第１条 この要項は，和歌山大学地域イノベーション機構地域活性化総合センター規則第４

条第３項の規定に基づき，和歌山大学地域イノベーション機構地域活性化センター食農総

合研究所（以下「研究所」という。）の設置及び運営に関し，必要な事項を定める。 

（目的） 

第２条 研究所は，和歌山圏域を中心に，食と農林水産業（以下「食農」という。）の分野に

関わる研究活動を通じて，学術研究の発展と地域社会との連携や地域貢献機能の強化に資

することを目的とする。 

（業務） 

第３条 研究所は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を行う。 

（１）食農の分野にかかわる研究・調査 

（２）学術研究発展のための学内研究交流 

（３）学内外ネットワークの構築による競争的資金の獲得及び受託・共同研究 

（４）学術情報の集積と発信・交流 

（５）多様な学内外における教育機会の提供と寄与 

（６）地方創生と地域活性化への貢献 

（７）その他，研究所の目的達成に必要な事項に関すること 

（組織） 

第４条 研究所は，次の各号に掲げる構成員をもって組織する。 

（１）所長 

（２）所員 

（３）特任教員 

（４）特任職員 

２ 所長は，本学教員の中から，役員会の議を経て，学長が任命する。 

３ 所長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，所長に欠員が生じた場合の後任者の

任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 研究所には，必要に応じて副所長を置くことができる。 

（研究部門） 

第５条 研究所に，次の各号に掲げる研究部門を置く。 

（１）都市農村共生研究部門 
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2 

都市と農山漁村の交流・共生・協働による新たなライフスタイルを探求しその定着

に資する研究部門 

（２）地域資源活用研究部門 

地域資源の利活用と新たな価値創造を通じた自立的・持続的社会システムの構築に

資する研究部門 

（３）ＩＣＴ活用研究部門 

洗練され高度化されたＩＣＴ（情報通信技術）等活用による食と農の新たな関係構

築に資する研究部門 

２ 前項のほか，業務の内容に応じ研究ユニットを配置することができる。 

（運営委員会） 

第６条 研究所に，運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は，次の各号に掲げる構成員をもって組織する。 

（１）所長 

（２）学部から推薦された者（原則として各学部 1 名） 

（３）その他所長が必要と認めた者 

３ 地域連携担当の理事又は副学長は，委員会に出席することができる。 

４ その他，運営委員会に関する事項は，所長が別に定める。 

（地方創生推進・食農協議会） 

第７条 研究所に，地方自治体，農業協同組合，食農関連産業界等の参画を得て，地方創生

推進・食農協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

２ 協議会に関する事項については，別に定める。 

（地域創生・食農アドバイザリーボード） 

第８条 研究所に，地方創生・食農アドバイザリーボード（以下「アドバイザリーボード」と

いう。）を置く。 

２ アドバイザリーボードに関する事項については，別に定める。 

  附 則 

この要項は，平成２８年４月１日から施行する。 

 附 則 

この改正要項は，平成２９年４月１日から施行する。 
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3 

食農総合研究所運営委員会規程 

 

所長制定 平成２９年４月１日 

（趣旨） 

第１条 この規程は，食農総合研究所設置要項第６条第４項の規定に基づき，運営委員会に

関し必要な事項を定める。 

 

（審議事項） 

第２条 運営委員会は，食農総合研究所の運営方針及び事業計画その他重要事項について審

議する。 

 

（議長） 

第３条 運営委員会に議長を置き，所長をもって充てる。 

２ 議長に事故あるときは，あらかじめ所長の指名する者がその職務を代行する。 

 

（任期） 

第４条 運営委員会の委員の任期は，２年とする。ただし，任期中欠員が生じ，これを補充

した場合の任期は，前任者の残任期間とする。 

 

（議事） 

第５条 運営委員会は，構成員の２分の１以上の出席により成立し，議事は出席者の過半数

をもって決し，可否同数の場合は，議長の決するところによる。 

 

（構成員以外の出席） 

第６条 運営委員会が必要と認める場合は，構成員以外の者の出席を求め，意見を聞くこと

ができる。 

 

（委員会の事務） 

第７条 委員会の事務は，研究・社会連携課が行う。 

 

附 則 
この規程は，平成２９年４月１日から施行する。 
 

令和 1年度 運営委員会委員名簿 

氏 名 所 属 

荒木 良一 教育学部 

阿部 秀二郎 経済学部 

橋本 正人 システム工学部 

永瀬 節治 観光学部 

大浦 由美 食農総合研究所所長 

藤田 武弘  食農総合研究所副所長 

岸上 光克 食農総合研究所副所長 
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都市と農山漁村の交流・共生・協働による新たなライフスタイルを探求しその定着

に資する研究部門 

（２）地域資源活用研究部門 

地域資源の利活用と新たな価値創造を通じた自立的・持続的社会システムの構築に

資する研究部門 

（３）ＩＣＴ活用研究部門 

洗練され高度化されたＩＣＴ（情報通信技術）等活用による食と農の新たな関係構

築に資する研究部門 

２ 前項のほか，業務の内容に応じ研究ユニットを配置することができる。 

（運営委員会） 

第６条 研究所に，運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は，次の各号に掲げる構成員をもって組織する。 

（１）所長 

（２）学部から推薦された者（原則として各学部 1 名） 

（３）その他所長が必要と認めた者 

３ 地域連携担当の理事又は副学長は，委員会に出席することができる。 

４ その他，運営委員会に関する事項は，所長が別に定める。 

（地方創生推進・食農協議会） 

第７条 研究所に，地方自治体，農業協同組合，食農関連産業界等の参画を得て，地方創生

推進・食農協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

２ 協議会に関する事項については，別に定める。 

（地域創生・食農アドバイザリーボード） 

第８条 研究所に，地方創生・食農アドバイザリーボード（以下「アドバイザリーボード」と

いう。）を置く。 

２ アドバイザリーボードに関する事項については，別に定める。 

  附 則 

この要項は，平成２８年４月１日から施行する。 

 附 則 

この改正要項は，平成２９年４月１日から施行する。 
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食農総合研究所 地方創生推進・食農協議会規約 

 

（趣旨） 

第１条 この規約は，食農総合研究所設置要項第７条第２項の規定に基づき，地方創生推進・食

農協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営について定めるものとする。 

 

（協議事項） 

第２条 協議会は，次の各号に掲げる事項を協議する。 

（１）食農総合研究所（以下「研究所」という。）の目的達成に関すること 

（２）研究所の業務推進・研究活動に関すること 

（３）その他、食農分野にかかわる地方創生と地域活性化に関すること 

 

（組織） 

第３条 協議会は，別表に掲げる組織の代表または推薦のあった者をもって構成する。 

 

（会長） 

第４条 協議会に会長を置く。会長は協議会委員の互選により選出する。 

２ 会長は，協議会の議長となる。 

３ 会長に事故あるときは，あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代行する。 

 

（招集） 

第５条 協議会は，研究所所長が招集する。 

２ 協議会への旅費・手当等の支給は，国立大学法人和歌山大学旅費規定による。 

 

（委員以外の者の出席） 

第６条 研究所所長が必要と認めたときは，協議会に委員以外の者の出席を求めて意見を聞くこ

とができる。 

 

（実務者会議） 

第７条 協議会に，協議会の運営等に関し，必要な事項を協議するため，実務者会議を置く。 

２ 実務者は，委員所属の組織から推薦のあった者とする。 

 

（事務） 

第８条 協議会の事務は，研究・社会連携課及び研究所オフィスにおいて行う。 

 

附則 

 この規約は，平成２８年６月２８日から施行する。 

附則 

 この改正規約は，平成２９年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係）協議会委員 

所属 職名等 

和歌山県 農林水産部長 

和歌山県市長会 市長会代表または推薦者 

和歌山県町村会 町村会代表または推薦者 

和歌山県農業協同組合中央会 会長または推薦者 

和歌山県森林組合連合会 会長または推薦者 

和歌山県漁業協同組合連合会 会長または推薦者 

公益財団法人わかやま産業振興財団 代表または推薦者 

和歌山県食品産業協議会 会長または推薦者 
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所  属 職  名 氏  名 

 和歌山県   農林水産部長   角谷　博史

 和歌山県市長会   会長   望月　良男

 和歌山県町村会   会長   小谷　芳正

 和歌山県農業協同組合中央会   会長   中家　徹

 和歌山県森林組合連合会   代表理事会長   眞砂　佳明

 和歌山県漁業協同組合連合会   代表理事会長   木下　吉雄

 公益財団法人わかやま産業振興財団   専務理事   福田　良輔

 和歌山県食品産業協議会   会長   妙中　清剛

所  属 職  名 氏  名

 和歌山県　農林水産総務課   政策企画班長   川村　実

 和歌山県市長会   事務局長   若林　誠治

 和歌山県町村会   事務局長   土井　敏弘

 和歌山県農業協同組合中央会
 （JAグループ和歌山農業振興センター）

  センター長   虎伏　秀

 和歌山県森林組合連合会   代表理事専務   畑田　和伸

 和歌山県漁業協同組合連合会   事務局長   宮田　雅之

 公益財団法人わかやま産業振興財団   経営支援部　部長   永井　達郎

 和歌山県食品産業協議会
（和歌山県食品流通課）

  事務局長   赤坂　武彦

令和1年度　地方創生推進・食農協議会委員

令和1年度　地方創生推進・食農協議会実務者会議メンバー
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食農総合研究所 地方創生推進・食農協議会規約 

 

（趣旨） 

第１条 この規約は，食農総合研究所設置要項第７条第２項の規定に基づき，地方創生推進・食

農協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営について定めるものとする。 

 

（協議事項） 

第２条 協議会は，次の各号に掲げる事項を協議する。 

（１）食農総合研究所（以下「研究所」という。）の目的達成に関すること 

（２）研究所の業務推進・研究活動に関すること 

（３）その他、食農分野にかかわる地方創生と地域活性化に関すること 

 

（組織） 

第３条 協議会は，別表に掲げる組織の代表または推薦のあった者をもって構成する。 

 

（会長） 

第４条 協議会に会長を置く。会長は協議会委員の互選により選出する。 

２ 会長は，協議会の議長となる。 

３ 会長に事故あるときは，あらかじめ会長の指名する委員がその職務を代行する。 

 

（招集） 

第５条 協議会は，研究所所長が招集する。 

２ 協議会への旅費・手当等の支給は，国立大学法人和歌山大学旅費規定による。 

 

（委員以外の者の出席） 

第６条 研究所所長が必要と認めたときは，協議会に委員以外の者の出席を求めて意見を聞くこ

とができる。 

 

（実務者会議） 

第７条 協議会に，協議会の運営等に関し，必要な事項を協議するため，実務者会議を置く。 

２ 実務者は，委員所属の組織から推薦のあった者とする。 

 

（事務） 

第８条 協議会の事務は，研究・社会連携課及び研究所オフィスにおいて行う。 

 

附則 

 この規約は，平成２８年６月２８日から施行する。 

附則 

 この改正規約は，平成２９年４月１日から施行する。 

 

別表（第３条関係）協議会委員 

所属 職名等 

和歌山県 農林水産部長 

和歌山県市長会 市長会代表または推薦者 

和歌山県町村会 町村会代表または推薦者 

和歌山県農業協同組合中央会 会長または推薦者 

和歌山県森林組合連合会 会長または推薦者 

和歌山県漁業協同組合連合会 会長または推薦者 

公益財団法人わかやま産業振興財団 代表または推薦者 

和歌山県食品産業協議会 会長または推薦者 
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食農総合研究所 地方創生・食農アドバイザリーボード規約 

 

制  定 平成２８年６月２８日 

最終改正 平成３０年５月１８日 

 

（趣旨） 

第１条 この規約は，食農総合研究所設置要項第８条第２項の規定に基づき，地方創生・

食農アドバイザリーボード（以下「アドバイザリーボード」という。）の役割及び運

営について定めるものとする。 

 

（役割） 

第２条 アドバイザリーボードは，次の各号に掲げる事項について意見を述べることが

できる。 

（１）食農総合研究所（以下「研究所」という。）の目的達成に関すること 

（２）研究所の業務推進・研究活動に関すること 

（３）その他，食農分野に関わる地方創生と地域活性化に関すること 

 

（構成） 

第３条 アドバイザリーボードの構成員（以下「アドバイザリー・メンバー」という。）

は，食農分野に関し高い見識を有する者のうちから，研究所運営委員会の議を経て学

長が委嘱する。 

 

（任期） 

第４条 アドバイザリーボード・メンバーの任期は，委嘱日から当該年度の末日を超え

ないものとし，再任を妨げない。 

 

（報酬等） 

第５条 アドバイザリーボード・メンバーには，本学の規定に基づき，謝金及び交通費

（旅費）を支給することができる。 

 

（ミーティング等） 

第６条 第２条に関わる意見を聴取するため，アドバイザリーボード・ミーティングを

原則として年１回開催する。 

２ 前項の規定に関わらずアドバイザリーボード・メンバーは随時，研究所に対して意

見を述べることができる。 

 

（招集） 

第７条 前条第１項に規定するアドバイザリーボード・ミーティングは，研究所所長が

招集する。 

 

（事務） 

第８条 アドバイザリーボードの事務は，研究・社会連携課において行う。 

 

 附則 

 この規約は、平成２８年６月２８日から施行し，平成２８年４月１日から適用する。 

 附則 

 この改正規約は，平成２９年４月１日から施行する。 

 附則 

 この改正規約は，平成３０年５月１８日から施行し，平成３０年４月１日から適用す

る。 
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所  属 氏  名

 和歌山バイオサイエンス連絡協議会　事務局長   鵜飼　俊行

 大阪商業大学　経済学部教授   大西　敏夫

 京都橘大学 現代ビジネス学部教授   岡田　知弘

 農業法人株式会社秋津野　社長   木村　則夫

 チョーヤ梅酒株式会社　専務   金銅　俊二

 株式会社Citrus代表   佐々木　茂明

 和歌山大学名誉教授   橋本　卓爾

 那智勝浦町　色川地域振興推進委員会　副会長   原　　和男

 辻調理師専門学校　企画部長・産学連携教育推進室長   尾藤　環

 長野県　飯田市長   牧野　光朗

 日本総合研究所 調査部主席研究員   藻谷　浩介

令和1年度　地方創生・食農アドバイザリーボード・メンバー

 

6 

食農総合研究所 地方創生・食農アドバイザリーボード規約 

 

制  定 平成２８年６月２８日 

最終改正 平成３０年５月１８日 

 

（趣旨） 

第１条 この規約は，食農総合研究所設置要項第８条第２項の規定に基づき，地方創生・

食農アドバイザリーボード（以下「アドバイザリーボード」という。）の役割及び運

営について定めるものとする。 

 

（役割） 

第２条 アドバイザリーボードは，次の各号に掲げる事項について意見を述べることが

できる。 

（１）食農総合研究所（以下「研究所」という。）の目的達成に関すること 

（２）研究所の業務推進・研究活動に関すること 

（３）その他，食農分野に関わる地方創生と地域活性化に関すること 

 

（構成） 

第３条 アドバイザリーボードの構成員（以下「アドバイザリー・メンバー」という。）

は，食農分野に関し高い見識を有する者のうちから，研究所運営委員会の議を経て学

長が委嘱する。 

 

（任期） 

第４条 アドバイザリーボード・メンバーの任期は，委嘱日から当該年度の末日を超え

ないものとし，再任を妨げない。 

 

（報酬等） 

第５条 アドバイザリーボード・メンバーには，本学の規定に基づき，謝金及び交通費

（旅費）を支給することができる。 

 

（ミーティング等） 

第６条 第２条に関わる意見を聴取するため，アドバイザリーボード・ミーティングを

原則として年１回開催する。 

２ 前項の規定に関わらずアドバイザリーボード・メンバーは随時，研究所に対して意

見を述べることができる。 

 

（招集） 

第７条 前条第１項に規定するアドバイザリーボード・ミーティングは，研究所所長が

招集する。 

 

（事務） 

第８条 アドバイザリーボードの事務は，研究・社会連携課において行う。 

 

 附則 

 この規約は、平成２８年６月２８日から施行し，平成２８年４月１日から適用する。 

 附則 

 この改正規約は，平成２９年４月１日から施行する。 

 附則 

 この改正規約は，平成３０年５月１８日から施行し，平成３０年４月１日から適用す

る。 

 那智勝浦町　色川地域振興推進委員会　副会長
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食農総合研究所 研究ユニットの設置及び活動について 
（申し合わせ） 

 
 食農総合研究所設置要項第６条に基づく研究ユニットの設置及び活動については、以

下のとおり申し合わせる。 
 

 ＜研究ユニットの設置＞ 
 

① 研究ユニットは、都市農村共生、地域資源活用、ＩＣＴ活用の研究部門ごとに設

置する。このほか教育ユニットを設置することができる。 
② 研究ユニットの構成は、本学教員（専任教員及び特任教員）に限る。なお、食農

総合研究所・所内会議で必要と認めたときは、客員教員も参加することができる。 
③ 研究ユニットへの参加は、毎年の公募による。ただし、参加希望があれば随時受

付することができる。また、研究ユニットへの参加は、複数のユニットに参加で

きることとする。 
④ 研究ユニットへの参加教員の任期は、４年間（平成２８年度～令和１年度）とす

る。ただし、退職（任期切れ）や本人の申し出により参加を取り止めることがで

きる。 
⑤ 研究ユニットへの参加教員は、食農総合研究所・所内会議で確認するとともに、

毎年、学長並びに各部局に報告する。 
 

＜研究ユニットの運営と活動＞ 
 
⑥ 研究ユニットリーダーは、食農総合研究所の特任教授並びに専任教員を中心に研

究ユニット会議で決める。 
⑦ 研究ユニットは、研究交流、研究サロンやセミナー等の開催、プロジェクト研究

（競争的資金の獲得、共同研究・受託研究等）などに取り組むことができる。 
⑧ 各研究ユニットの運営方法は、ユニット会議に委ねる。 

 
＜その他＞ 
 
⑨ 研究ユニットの設置及び活動に関わってその他必要な事項は、食農総合研究所・

所内会議で決める。 
 

                            平成２８年７月１９日 
                               食農総合研究所 
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氏名 所属部局 専門分野

1 　山口　真範 　教育学部 　農芸化学

2 　荒木　良一 　教育学部 　植物育種、植物栄養

3 　海津　一朗 　教育学部 　日本中世史

4 　高橋　多美子 　教育学部 　幼児教育（子どもと自然との関わり）

5 　藤田　和史 　経済学部 　人文地理学

6 　岩田　英朗 　経済学部 　情報科学（認知科学）

7   クパニ　ルンビディ 　経済学部 　リーン生産システム (日本のものづくり）、SCM

8 　平田　隆行 　システム工学部 　建築計画（生活空間）、農村計画・環境社会学

9 　原　祐二 　システム工学部 　景観生態学

10 　吉廣　卓哉 　システム工学部 　情報ネットワーク、無線通信

11 　坂本　隆 　システム工学部 　生物有機化学

12 　佐久間 康富 　システム工学部 　都市、地域計画

13 　宮川　智子 　システム工学部 　都市・農村計画

14 　宮本　伸一 　システム工学部 　無線通信方式

15 　満田　成紀 　システム工学部 　社会情報学

16 　八島　雄士 　観光学部 　管理会計

17 　大浦　由美 　観光学部 　森林経済学

18 　永瀬　節治 　観光学部 　都市計画、まちづくり、景観・歴史的環境保全

19 　藤田　武弘 　観光学部 　地域資源の発掘・活用、都市と農山村交流・協働

20 　大井　達雄 　観光学部 　観光統計、企業不動産マネージメント

21 　秋山　演亮 　「教養の森」ユニット 　宇宙インフラ利用

22 　西川　一弘 　地域活性化総合センター 　社会教育学

23 　岸上　光克 　食農総合研究所 　農産物流通、農協共販、農商工連携・６次産業化

24 　杦本　敏男 　食農総合研究所 　肥料学、地域未利用資源の活用

25 　辻　和良 　食農総合研究所 　都市農村共生、農業経営学

26 　植田　淳子 　食農総合研究所 　グリーンツーリズム、農村ツーリズム

27 　戴　容秦思 　食農総合研究所 　農畜産物流通、フードシステム、バリューチェーン

28 　三谷　隆彦 　食農総合研究所 　食品科学

29 　湯崎　真梨子 　食農総合研究所 　農村社会学、農村起業、内発的発展

研究ユニット参加教員　30名

①都市農村共生研究ユニット参加教員　13名

②地域資源活用研究ユニット参加教員　25名

③ＩＣＴ活用研究ユニット参加教員　　11名

令和1年度　研究ユニット参加教員一覧
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氏  名 職  名

 山本　進三  和歌山大学理事（社会連携）・副学長

 大浦　由美  食農総合研究所所長　観光学部教授

 藤田　武弘  食農総合研究所副所長　観光学部教授

 岸上　光克
 食農総合研究所副所長　教授
 地域資源活用研究ユニットリーダー

 杦本　敏男  食農総合研究所特任教授

 辻　和良
 食農総合研究所特任教授
 都市農村共生研究ユニットリーダー

 植田　淳子  食農総合研究所特任助教

 戴　容秦思
 食農総合研究所特任講師
 ＩＣＴ研究ユニットリーダー

 三谷　隆彦  食農総合研究所客員教授

 湯崎　真梨子  食農総合研究所客員教授

 八幡　康子  食農総合研究所研究支援員

 森中　崇文  研究・社会連携課長

 小田　明広  研究・社会連携副課長

 永沼　美和  研究・社会連携課地域連携係長

 西岡　靖倫  食農総合研究所・域学連携コーディネーター

 宮本　貴世子  食農総合研究所事務補佐員

 小川　八絵子  食農総合研究所事務補佐員

令和1年度　食農総合研究所メンバー
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